
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規律ある行いを実践する教育推進事業 

「法やルールに関する教育」 

 

～京都式「ふるまいの教育」の進め方～ 

京都府教育委員会 

平成 29 年３月 



平成 28年度「法やルールに関する教育」プロジェクト 

実践事例及び年間指導計画例 

 

 

実践事例 

■向日市立寺戸中学校   第 2学年 特別活動「ルールとは」 

■木津川市立木津中学校  第 3学年 特別活動「体育大会優勝に向けて」 

■亀岡市立大井小学校   第 6学年 総合的な学習の時間 

              「Ｉ ♥ KYOTO ～京都の魅力発見！～」 

■舞鶴市立中舞鶴小学校  第 1学年 特別活動「こんなときどうする？」 

■京丹後市立久美浜中学校区（久美浜学園/久美浜中学校・久美浜小学校 

                     高龍小学校・かぶと山小学校） 

          中学校第 1学年 道徳「島耕作 ある朝の出来事」 

■京都府立西乙訓高等学校 第 3学年 公民科「自由の限界を探る」 

■京都府立園部高等学校  第 2学年 公民科「政治とは何か」 

■京都府立大江高等学校  第 2学年 国語科「集団討論」 

 

年間指導計画例 

■小学校第 1学年年間指導計画例 

■小学校第 6学年年間指導計画例 

■中学校第 2学年年間指導計画例 

■中学校第 3学年年間指導計画例 

 

連続性・継続性を重視した計画例 

■小学校第 1学年計画例 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例 

法やルールに関する教育 



 
 
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第２学年 特別活動  「ルールとは」 
 

指導のねらい 

 話合いや議論を通して、ルールの意義への理解の深化により、お互いが納得し、合意に

つながるように多面的、多角的に考察する能力を養います。 

児童生徒の発達段階との関連 

生徒の大半は決まりやルールを大切で守らなければならないものと思っている（ます）。

しかし、その決まりやルールの本当の意義を理解して守る生徒は少数です。また、思春期

を迎えている生徒は決まりやルールへの反発心も大きいです。本教材の学習を通じて、決

まりやルールの在り方を考えさせ、あるから守るのではなく、その決まりやルールを納得

や合意を経て、自分たちの生活や権利が守られているのだと理解させ、生徒それぞれの決

まりやルールを守る意識や態度を育てます。 

 

 

 

 

 

知識  能力  態度第

５ 学 年  特別活動  

「ごみ収集場所はどこ

がいい？」 
 

既習内容との関連  

学級の決まりやルール、席替えの方法

など公平・公正であると思っていること

が、様々な条件の中では公平・公正にな

らない場合もあると考えさせる。 

指導内容 

＜導入＞ 

学校や学級での身近な決まりやルールをあげさせます。その決まりというものが「公平・

公正」なものであるか、ピザを配分するときの切り方を例に考えさせます。 

＜展開＞ 

(1) 学校を避難所と仮定し、そこで支援物資（おにぎり 120個）を避難者（80 名）

に「公正・公平」に分けるためには、どのような情報が必要かをグループで考えさせ

ます。 

 (2) グループごとの発表を聞き、分配の条件には様々な考え方があり、①必要性②能力

③適格性などを考え合意を形成することが望ましいことに気づかせます。 

＜まとめ＞ 

 公平であると思っていても意義をしっかり考えることが大切であることを考えさせま

す。 

今後の学習内容との関連 

社会科 現代社会を捉える見方や考え方 

社会的に合意された内容が本当に正しい

かどうか、地域社会の諸問題を題材として

多面的、多角的に捉え、自己と社会の望ま

しい在り方について考える。 

向日市立寺戸中学校 



特別活動学習指導案（公平・公正） 

 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単元（題材）名 「ルールとは」 

３ 活 動 場 所         教 室 

４ 本時の目標   ルールについての関心を高め、社会生活におけるルールの意義について考える。 
（集団や社会の一員としての思考・判断・実践） 

５ 本時の展開 

 

過
程 

指導内容 学習活動 指導 
形態 

指導上の留意点 教材・
教具等 

導
入 

問題意識の醸
成 

○学級では様々な決めごと（分担
など）があります。どの様な決
め方をしているか交流する。 

一斉 ・意見がでなければ教師側
から例をあげる。 

 

展
開 

 
問題の把握 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
意見の交流 
 
 
 
 
意見交流の見
直し 

 
○「公正・公平」のありかたを考
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜条件＞ 
①避難者 総数 80 名 
②支援物資は おにぎり 120 個 
 
〇上記のような状況をだし、それ
ぞれ必要な情報について意見
を交換し、班ごとに話し合い、
内容を発表する。 

 
〇それぞれの発表を聞いて、班の
中で意見の見直しを行う。 

 
個別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グ ル
ープ 
 
 
 
グ ル
ープ 

 
・出した意見については根
拠を明確にし、発表させ
る。 

 
・それぞれの判断基準が「公
正・公平」に基づいてい
ることを再確認する。 

 
・ワークシートにそれぞれ
書き出し発表する。 

 
 
 
・他の班の発表を聞いて、
本当に公平に分けるため
に必要な情報かを再確認
する。 

 
ワーク
シート 
 

ま
と
め 

振り返り 〇本時の授業を振り返り、身近な
ルールで公平であると思いこ
んでいても、意義をしっかり考
えることが大切であることを
確認し合う。 

個別 
 

・様々な要素が考慮条件に
なることを確認する。 

 

 

 

普段公平だと思っているが本当に公平だろうか 

・座席割の仕方 ・遠足等の行事

のグループ分けの仕方  

・そうじ当番の役割分担の仕方 

・係活動の分担の仕方  

大型台風の接近で寺戸中学校が
避難場所になりました。 
あなたは支援物資を分ける係と
なりました。どの様に分けると公
平か考えましょう。 
（男女、年齢など分ける情報を考
えて分けましょう。） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

     

 

   

板書計画 

 

資 料 

 

「公正・公平」のあり方を考える 

普段公平だと思っている事が本当に公平だろうか？ 

大型台風の接近で寺戸中学校

が避難場所になりました。 

どのように分けると公平か考

えましょう。 

必要な情報      理由 
健康の状態     栄養状態が悪い人優先 
アレルギー     食べられない人がいる 
非常食を持っている 少し遠慮 

年齢        食べられる量が違う 
 
「平等」と「公正・公平」の違い 
 



 

 

 

 

「ルールとは」～公平・公正のあり方を考える        グループ名 

 

・公平・公正に分けるためにどのような情報が必要か考えてみよう。 

 

 

 

 

必要な情報 その情報が必要な理由 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

寺戸中学校 避難場所 



 

 

 

・平等はみんな同じことだけど、「公正・公平」はみんな一人一人の基準が同じところで満たされる 

ことだと思う。似ているけど少しやっぱり違うのかなと思います。「公正・公平」にするには譲り合

いが一番必要になってくるのではないかなと思います。自分がそんな場面になった時、自分ば

かりではなく、まわりも見られたらいいなと思います。 

 

・今回の学習を通して、「公正・公平」にすることの大変さや難しさを感じた。全員均等に配っても

年齢や体質などで公平ではないように思えるし、もしもの時に全員が納得できる方法をとるの

はむずかしいのではないかと思った。 

 

・もし自分が良いルールだと思っていても他のみんなのルールに当てはまらないとしたら、まず、 

それぞれが条件などを出し合って最後にわかり合えること。僕はそれが「公正・公平」なんだと

思います。それほど、「公正・公平」とは簡単ではないと思います。ちゃんと考えて考えを出し合

っていくことが大切だと思います。 

授業後の生徒の感想より 

 



 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３学年  特別活動  「体育大会優勝に向けて 」 
 

指導のねらい 

 決められたルールにおいて、ルールの意義を理解し、よりよい行動について考える

過程で学校行事に仲間と協力して取り組む実践的な態度を育てます。 

 

児童生徒の発達段階との関連 

 中学生の時期は自己や親密な友人の利益を守るために直接関係しない形式的な礼儀

やマナーを否定する時期にあたります。この教材では、先生から示されたルールを自分

と自分のクラスの利益のためにやぶってしまう場面があります。ルールの意義について

考えさせ、それを前提として自分たちの利益を守るには、どのような解決策をとればよ

いのか話し合わせることによって、公平・公正、協力について学びます。 

既習内容との関連 

●道徳 

・規範意識 公徳心 

・自他を尊重する態度 

●特別活動 

・学級で協力してよりよい学校生活を築

こうとする態度 

●音楽科 

・リコーダーアンサンブル（協力） 

●技術科 

・情報モラル 

 
 

指導内容 

＜導入＞ 

体育大会におけるクラスの意気込みを確認し、取り組みを通してどんなクラスになりた

いかをイメージさせます。 

＜展開＞ 

資料を読み、クラスの行動について考え、ルールの意義やよりよい行動について考え、

意見を出し合います。 

＜まとめ＞ 

本時の学習を通して、これからはじまる体育大会に向けた取り組みについてどのような

姿勢で取り組んでいくのかを確認し、クラスの結束を強めます。 

今後の学習内容との関連 

●体育大会の取り組み 

●学習発表会の取り組み 

・クラスの中で、役割を分担し、３年生として

ブロックのリーダーとなり協力して行事に取

り組みます。 

・来年度の行事に向けて、ルールの変更案

などの振り返りを行います。 

●社会科 

・効率と公平 

●国語科 

・合意形成（公平・公正）（協力） 

知識  能力  態度第

５ 学 年  特別活動  

「ごみ収集場所はどこ

がいい？」 
 

木津川市立木津中学校 



特別活動学習指導案（協力） 
 

１ 対 象 学 年       中学校 第３学年 

２ 題 材 名  「体育大会優勝に向けて」（京の子ども明日へのとびら）（京都府教育委員会） 

３ 活動場所   教室 

４ 本時の目標   ルールの意義について考え、ルールを守った上で集団として協力しようとする実践 

  意欲を養うとともに、ルールを自主的に改善しようとする態度を養う。 

５ 本時の展開    

過
程 

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・  

教具等 

 

導 

入 

 

イメージの

共有  

 

 

○体育大会を通じてどんなク

ラスになりたいと思いますか。 

 

一斉  

 

 

 

・優勝などの勝ち負けの結果だけ

でなく、取り組む過程や、みんな

で協力することにも目を向けさ

せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

資料の提示  

意見の交流  

 

 

 

 

意義の思考  

 

 

 

 

 

 

 

思考の深化  

○資料を読む  

○行動の是非を考える。  

「私と私のクラスの行動をど

う思いますか。」  

 

 

○ルールの意義を考える。  

「校外での活動を禁止する」と

いうルールはなぜあるのだろ

うか。  

 ・安全面への配慮  

 ・時間・機会の公平性  

 

 

○時間・機会の公平性を考えた

上でよりよい行動を考える。  

「私やクラスがどのように行

動すればよかったのでしょう

か。」  

 

 

一斉  

班  

 

 

 

 

班  

 

 

 

 

 

 

 

班  

 

 

 

 

・学校の事情に合わせて、リアリ

ティーのある設定にする。  

 

 

 

 

・安全面への配慮、立場の違いへの

配慮、公平性への配慮など様々な視

点からルールの意義を考えさせる。  

・ルールは単に行動を規制するだけ

でなく、みんなが協力するための条

件となり、各自の利益を守るための

ものでもあることに気づかせる。  

 

・みんなが協力するという視点に

立って、どう行動すればよかった

のかを考えさせる。  

・ルールの見直しなど、行事がよ

り充実し、かつ、みんなが協力で

きる案を考えさせる。  

資料  

プリ

ント  

ま 

と 

め 

振り返り  ○  これから体育大会に向けた

取り組みがはじまるが、どのよ

うに取り組むかを確認する。  

個別  ・学校生活や日常生活を振り返り

あらためるべき点がないかもあ

わせて考えさせる。  

 

 

ルールの意義を考えよう 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

 

＜体育大会後のクラス像＞ 

・みんなが団結できるクラス 

・みんなで協力できるクラス 

・みんなが笑顔でいられるクラス 

＜クラスの行動について＞ 

肯 団結力があってすごい 

否 ルールをやぶったのはダメ 

否 ぬけがけはよくない 

＜ルールの意義＞ 

・事故が起こったら責任がとれない 

・トラブル防止 

・用事があり参加できない人がいる 

・練習時間が他のクラスと平等ではない 

＜時間の公平性に配慮した行動＞ 

・朝練習や放課後練習の時間を設定するなど工夫する。 

・学校内での活動時間延長をルール化する。 

安全性 

時間の公平 



 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 

 



 

                                 年    組    番 氏名                    

体育大会優勝に向けて 
1. 体育大会を通じて、どんなクラスになりたいと思いますか。 

 

 

2. 私と私のクラスの行動についてどう思いますか。 

 

 

3. 「校外での活動を禁止する」というルールはなぜあるのでしょうか。 

 

 

4. 私やクラスがどのように行動すればよかったのでしょうか。 

 

 

5. 今日の授業の感想と今後の生活や体育大会への意気込みを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 



 

 

 

 ルールや法律には、それが決められた理由があるから、その意義を考えることが大切だと思った。 

 もうすぐ、体育大会の取り組みがはじまるが、みんなで協力するためにもルールを守って全力を尽く

そうと思った。 

 がんばりたいという気持ちがあっても、がんばりかたを間違えるといけないなと思った。 

 スポーツなどでもルールによって公平・公正に勝負できる。みんなが勝手なことをするとそれが成り立

たなくなるので、同じ条件にするためにもルールは必要だと思った。 

 ルールが決められた理由をしっかりと理解していれば、自分たちでよりよいものに変えていくこともで

きる。 

 

 

 

「法やルールに関する教育」の研究を進めるにあたり、事前に生徒の意識調査としてアンケートをとった。 

 

ほとんどの生徒が法律やルールを守らなければいけないと考えており、実際に守っている。しかし、一方でばれ

なければ守らなくてもいいと思う生徒が３０％ほどおり、法律やルールの意義を理解できていないことがわかる。

法律やルールにはそれらを遵守することで確保される意義があることを理解させることが、法律やルールを守

る姿勢を育てることにつながる。 

感  想 

 

アンケート 

 

 



                  知識  能力  態度 

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 第６学年 総合的な学習の時間  「 I  ❤ KYOTO ～ 京都の魅力発見！～」 
 

指導のねらい 

個人で全てを行うことには限界があり、他者と「協力」することが、いかに大切かを気付かせ、

それぞれの個性を生かした分担や分業を行うことによって違う能力を発揮し「協力」することが

できます。また、相互の考え方を尊重し、責任や分担をすることによって「協力」することの大

切さを理解させます。また、この活動が京都の歴史や文化に興味を持たせ、ふるさと京都を愛す

る気持ちを育ませることにつながると考えます。 

 

 児童生徒の発達段階との関連 

高学年になると、物事の善悪、形式的な礼儀、ルールやマナーなどについて、知っているが、知

識として理解していても実生活で直面した場合、行動に移せていないことがあります。本単元の学

習では、「京都」という身近にある題材を中心にして活動することで、一人で行動することが困難

なことでも仲間と「協力」することで多くの活動や行動ができることを知り、実社会や様々な集団

の中で「協力」が必要であることを理解させます。 

既習内容との関連 

第３学年の総合的な学習の時間では地域にある

スーパーやお店に注目をして、大井町の良さについ

て調べている。第４学年では地域のことを更に学

び、大井町にあるため池について知り、自分たちの

地域である大井町を大切に思ったり誇りに思った

りする気持ちを、学習を通して育んでいる。第 5学

年では地理の学習も始まり、京都の特産物や文化を

学び、地域の人にお世話になって米作りの体験を

し、大切さを学んだ。 

 

 

 

 

 

指導内容 

＜導入＞ 

・班で役割分担をし、調べ学習をしてきた活動の途中経過を発表する。自分の班だけしかしてい

ないであろう取組や活動、班で困ったことや悩みごとなどを発表する。 

＜展開＞ 

 ・各班の発表を聞き、学級全体で交流する。他の班の意見の良さや班での悩みについて共に考え

ることを通して、班や学級での「協力」をさらに深めます。 

＜まとめ＞ 

 ・学級全体で交流したものを元にして、班の活動がさらに良くなるような活動について考えます。 

 

今後の学習内容との関連 

「京都の魅力」を、調べ学習や体験活動

をすることで発見し、「ふるさと京都を愛

する気持ち」を育む。活動や体験をする中

で一人では解決できない課題や問題を、仲

間と一緒に悩んだり考えたりすることで

「協力」することの大切さを学ぶ。また、

外国人にインタビューなどをすることで、

中学生から始まる英語科の学習につなげ

ていく。 

 

亀岡市立大井小学校 



総合的な学習の時間指導案（協力） 
 

１ 対 象 学 年       第６学年 

２ 単 元 名         「 I ❤ KYOTO ～京都の魅力大発見！～ 」 

３ 単元の目標    

・仲間とつながり、「協力」して課題や問題などの解決に向けて計画的に行動をする。 

 ・京都の歴史や文化に興味を持ち、ふるさと京都を愛する気持ちを育む。 

 ・社会生活で必要とされるルールや決まりを守り、適切な判断をもって行動できるようにする。  

４ 単元指導計画 

次 時 指導内容 学習活動 指導上の留意点 

一 １
２ 

 

京都の持つ

謎や魅力に

ついて、興味

や関心を持

てるように

する。 

○京都について知っていることを話し

合う。 

○話を聞いたり考えたりしたことで京

都について疑問や興味を持ち、知り

たいことをまとめる。 

○調べたことや次の時間に何をするの

かを交流し、振り返る。 

○京都に興味を持てるような内容

にする。 

○個人の意見がたくさん出るよう

にワークシートを工夫する。 

 

二 ３

４ 

ＫＪ法を使

い、テーマを

何にするか

を、班で話し

合い、テーマ

を絞る。 

○テーマを絞り、実現できるように計

画内容を考える。 

○ＫＪ法を使うことで、話し合いを進

めてまとめる。 

○グループで話し合いがうまくいった

か振り返る。 

○調べたことや次の時間に何をするか

を交流し、振り返る。 

○班で「協力」していくつかのテ

ーマに絞り、実行できるかを話

し合いながら活動させる。 

○どんな意見も肯定的に捉えさ

せ、否定的な意見が出ないよう

な話し合いができるようにす

る。 

 

三 ５ 
６ 
７ 

 

テーマにそ

って調べる。 

 

班で協力で

きる内容で

あるかを考

える。 

○なぜ京都に人がたくさん集まるの

か、様々な視点から京都について調

べる。 

○それぞれが調べた内容がうまく進ん

でいるかをグループで集まって話し

合う。 

○調べたことや次の時間に何をするか

を交流し、振り返る。 

○パソコンや本で調べたり、人に

聞いたりしてたくさんの情報を

集められるようにする。 

○毎時間の終わりにグループでの

振り返りをすることで、次に自

分が何をすればいいのか見通し

を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

本
時 

テーマを中 

心とし活動 

を見直し、さ 

らに内容が 

良くなるよ 

うに考える。 

○グループ同士で提案しているテーマ

や内容を聞きあう。 

○他の班のテーマや内容を聞き、自分

の班に足りていない所やもう少し話

し合っておかないといけないことを

話し合う。 

○全体で交流した後に班で交流し、更

に内容が深まるように話し合いをす

る。 

○班によって体験内容や行動は違

うが、「仲間と協力する」という

観点から、全体で交流できるよ

うにする。 

○トラブル回避や困った時にどう

すればいいかなど、小さなこと

でも折に触れて話し合う。 

○話し合いをして、さらに探検が

うまくいくようにグループで話

し合う。 



 

 

 

 

 

 

9 

 

前時を受け 

て調べ学習 

をし、内容を 

見直す。 

○良い所や改善点について話し合う。 

○計画がテーマとあっているか、「協

力」できる内容であるかを検討し、

話し合う。 

○調べたことや次の時間に何をするか

を交流し、振り返る。 

○問題点や課題がないかを話し合

い、自分達で計画したことに無

理はないか、体験するために準

備しておくことや他にも、「協

力」出来ることはないかを考え

させる。 

○班全員が「協力」できていたか

を毎回確認して振り返る。 

四 10 

 

テーマから

体験・活動内

容・時間配分

などを計画

する。 

○分担してそれぞれで協力しながら進

める内容になっているかを計画する 

○班全員が「協力」できていたか

を毎回確認して振り返る。 

11 

 

探検に行く

前にルール

やマナーの

確認をする。 

○それぞれの課題や活動は違うが、ル

ールやマナーの大切さについて自分

たちで確認する。 

○調べたことや次の時間に何をするか

を交流し、振り返る。 

○話し合いで考えたことを、当日

意識できるように話し合う。 

○探検当日をイメージしてルール

やマナーの大切さについて話し

合えるようにする。 

 

五 12 京都を探検

する。 

○自分たちで考えた計画を実行し、ル

ールやマナーを守り、班の人と協力

して行動する。 

○活動計画に沿って行動できるよ

うにする。 

○教師やボランティアの人が各コ

ースや配置にいることで、安心

して活動ができるように配慮す

る。 

六 13 活動内容を

まとめる。 

○これまでの活動を振り返り、班での

活動の経過や学んだことについて、

発表内容を考えて話し合い、発表練

習をする。 

○調べたことや次の時間に何をするか

を交流し、振り返る。 

○相手に分かり易く発表できるよ

うにする。 

 

七 14 活動を報告

する。 

○発表を通して自分たちの活動を伝え

る。 

○相手に聞きやすい声と、分かり易い

内容で伝えられるようにする。 

○発表や活動を通して得られたこ

とや感じた事をまとめ、考えさ

せたり、話し合わせたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５＜本時のねらい＞ 活動計画をさらにバージョンアップさせるための話し合いができる。 

６本時の展開 

過

程 

指導内容 学習活動 指導

形態 

指導上の留意点 教材・ 

教具等 

導

入 

 

 

各班のテーマを

知り、テーマの内

容を伝える。 

 

 

 

・各班のテーマや活動内容

を聞く。 

・違う班の内容を聞いて気

がついたことはメモをす

る。 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

・話している人の方を見て、

話を聞く。 

・言葉をさえぎったり、批

判したりしないようにす

る。 

・気になったことはメモを

する。 

 

 

プリント 

 

今までの

ワークシ

ート 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各班の発表にあ

った悩み事や良

い所などを交流

する。 

 

 

 

聞いた内容を踏

まえながら、自分

達のグループ活

動が更によくな

るような活動内

容について考え

る。 

 

班で話し合った

ことを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループの中でもっとで

きそうなことや困ってい

ること、相談したいこと、

今できていないことやい

いなと思った活動につい

て話し合う。 

 

・考えたことを班で交流し、

班での活動がよりよくな

るような話し合いにし、

気付いたことや更にして

みたいことについて話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子ども達から出された意

見を分かりやすく板書に

まとめる。 

・どんなことができそうか、

今までのワークシートも

見ながら考えられるよう

にする。 

・自分で考えたことや、話

を聞く中で考えたことを

話し合う。 

・質問や疑問について、そ

れぞれ考える。また、更

に深められそうな内容の

時は全体で考えられるよ

うにする。 

 

・今までに話したことや内

容を思い出せるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都探検バージョンアップ大作戦 

 

 Ｑ: 外国人にアンケートをする時、どんな風に質問すればいいの？ 

Ａ: 英語で質問できても、相手が何を言っているかが分からないから「ＹＥＳ」

「ＮＯ」で答えられる質問がいいと思うよ。 

Ａ: どこから来たのか質問する時には、世界地図を持っていって、指をさしても

らえば英語が分からなくても場所が分かると思うよ。 

Ａ: アンケートの後に、アンケートに答えてもらったお礼の気持ちを込めて、何

か自分達にできるプレゼントをしてもいいんじゃない。 

Ａ：外国の人には、日本文化が伝わる習字で書いたメッセージカードや、折り紙

が喜ばれるんじゃないかな。 

 



ま

と

め 

ふりかえり ・班で出た意見を交流する。 

 

・今日の学習を振り返る。 

グル

ープ 

個別 

 

 

・学級や班で話し合うこと

を通して、今までの班の

活動計画を見直したり、

新しい活動のアイディア

が生まれたりすることに

気付かせる。 

プリント 

 

７＜各班のテーマと活動内容＞ 

     ～ バージョンアップの話し合い＆魅力発見 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・京都のお土産について知ろう 

錦市場と清水寺で買ったお土産物屋さんや観光客にアンケートを取り、京都のお土産で人気のある商

品を聞いたり、どんなお土産が売ってあるのかを調べたりする。 

・金閣寺と銀閣寺と比べよう 

金閣寺と銀閣寺のそれぞれの寺の違いや様子、またその歴史的背景についても調べる。また、外国人

観光客や日本人観光客に人気のあるお土産の違いについて調べたり、直接お土産物屋さんで人気のあ

るものを聞いたり、京都の魅力についてインタビューする。 

・古い建物と新しい建物のちがいを見つけ、自分の好きな場所を見つけよう 

京都タワーの展望台から見える町並みから、古い建物や新しい建物のちがいを見つける。二条城で国

宝の建物を見ることで、その作りを学ぶ。京都の魅力を観光客の人に尋ねたり、今までに学習した英

語を使ったりして外国人にインタビューすることで、国際交流を図る。 

 

・京の和菓子の魅力を見つけよう 

茶道総合資料館で、和菓子や抹茶を飲む体験を通して、京都の文化に触れる。また、京菓子資料館で

は京都で愛される和菓子の文化を知り、インタビューや資料を見ることで和菓子の魅力に迫る。 

 

・坂本龍馬について知ろう 

三条から四条通りまで、坂本龍馬に関係の深い場所をたどりながら龍馬が京都で果たした功績につい

て調べる。また、京都霊山護国神社（坂本龍馬の墓）で、龍馬に詳しい人に話を聞き、龍馬が今もな

お愛され続けているという事実を知る。 

・京都の食文化について知ろう 

三条商店街の歴史ある京野菜の店で、インタビューを行い、京野菜の魅力について知ることができた。

京の食文化ミュージアム「あじわい館」で、様々な出汁を飲み比べる体験や京都に根付いている食文

化について学ぶことにより、食の観点から見る京都の歴史について知る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜総務省統計局（国勢調査） 府企画統計課ＨＰより＞           ＜国土交通省国土地理院 ＨＰより＞   

 

  ＜府観光入振興課（府観光客入込客調査）ＨＰより＞              ＜自作資料＞ 

板書計画 

 

 

地図     インタビューした人に        時間        道案内    困っていること 

 メモ          プレゼント       メモ       通訳       相談 

             事前に電話                       ・インタビュー内容 

アンケート 学校の電話番号             インタビュー         ・迷子にならないか 

                                         ・交通機関乗り遅れ 

あたりまえのこと                                           

 交通ルール            バス    インタビュー 

じゃまにならないように       電車    ・詳しい人に聞く 

かたまって            地下鉄    ・店 

   １列になって行動             ・観光客 

 

 

 

 

 

 

 

 

  京都探検バージョンアップ大作戦 

 

資 料 

 

準備 役割 

行動 体験 

Ｉ❤ KYOTO 

京都の魅力大発見 

日本の国土 約３７万７９７１㎢
京都は、都道県別で ３１位

京都に観光
に来ている
人は・・・
どんどん
増えてきて
います。

京都に観光
に来る人は、
一回だけで
はない。
何度も来る
人が多い

なぜ？？

京都の人口 約２６０万人



こんなに素敵な京都に
住んでいるみんな…

１．本当の京都を知っていますか？

２．京都の魅力を紹介できますか？

Ｉ ❤ ＫＹＯＴＯ
と、胸を張って言える人なろう！

３．京都の謎や京都の良さを知って…

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①興味を持ったことについてグループで
話し合う

②グループで相談してテーマをしぼる

③テーマからできることをグループで考え、
自分達だけの魅力発見にする！

④実際に行って魅力をさらに見つける

⑤自分たちで探した魅力発表会！

・仲間と役割を分担し、責
任をもって役割を果たす

・ふるさと京都を愛する気持ち
を持つ

・京都の良さを発見する

・仲間と協力して行動する

・自分たちで課題や問題を
解決する

・今までに経験した知識や
学びを生かす体験

・外国の人とも積極的に
関わる

6年生に
見つけたことを

発信する



 

 

６年  「I ❤ KYOTO ～京都の魅力大発見！～」 

 

◎班でテーマを考えて京都の魅力を発見できるようなプランを考えよう。 

京都がなぜ、‘たくさん人をひきつけるのか‘その謎を見つけよう。（観光・寺・神社・歴史・祭

り・特産物・食べ物・お土産・水・道・通りの名前・市場・パワースポット・京都ブランド・イベント・

場所・など…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             まとめたことを発表する 

                             （６年生に向けて発信する） 

 

 

 

 

ワークシート 

 

テーマ 

みんなで何を体験する？？？ 

テーマを中心に、したいことやできそうなことについて考える。 

誰かに聞いてみよう！相談。疑問。悩み事…。 

 

テーマ 

＜学習の流れ＞ 

１． 各班のテーマを決定する。 

２． テーマから関連する体験を考

える。 

３． 調べ学習をする。 

４． 班の学習を交流する。 

５． 体験活動（京都探検） 

６． 体験したことをまとめる。 



 

 

 

 

 

感想～本単元を通して～ 

 

京都には自分が思っていた以上に、見どこ

ろがたくさんあるんだなと、気付くことがで

きました。実際に調べてみて分かることや、

インタビューしたことで分かったことがたく

さんありました。この学習を通して、京都の

ことがさらに好きになりました。 

実際に探検に行って、京都の古き良き建物を、壊さず

残してくれた昔の人々に感謝したいと思いました。外国

人の観光客の人が、金閣寺や銀閣寺を見て、

「Beautiful!!」と言っているのを聞いてすごく嬉しかっ

たです。京都は、古い街並みや文化など、歴史あるもの

がたくさんあります。これからも歴史あるものを私達が

守っていきたいと思いました。 

活動の準備は授業で、班の悩んでいる

ことを聞けたおかげで、悩みを解決する

ことができました。他の班の発表を聞い

たことで、自分の班にはまだ足りないこ

ともあったので、これからさら自分達だ

けの工夫をしていきたいと思いました。 

京都探検へ行って、迷子になったり乗り

たい電車に乗れなかったりして、困ったこ

とやハプニングがたくさんありました。で

も、そのおかげで班の仲も深まったし、自

分達で行動する力がついたと思います。僕

らは錦市場について調べたけれど、たくさ

んのお土産や野菜があることを知って、昔

から京都ならではの食文化が根付いている

ことが分かりました。 

街を歩いている人の中には、着物を着て

いる人もいて、食べ物以外にも多くの魅力

が京都にはたくさんあることを知りまし

た。この学習を通して、そんな京都に産ま

れてよかったと思いました。 

実際に探検に行くと、外国人への気遣いが

たくさんあることに気付きました。英語や中

国語で案内板があったり、地図にもさまざま

な言語で書かれたりしていました。  

京都に観光に来る人が多い理由の中には

きっと、どこの国から来ても安心だと思いま

した。この学習をして、京都のことを深く知

れたので、私がもしどこかの国へ行ったら、

京都の魅力を伝えられると思いました。 

この学習の最初は、京都の魅力を発見す

るためのテーマを決めることから始めま

した。班の人とどこに行けばいいか、慎重

に考えて情報を集めました。どの取組も、

班の人と協力して、役割分担をしながら進

めることができました。実際に行ったり、

他の班の人の発表を聞いたりして、自分達

の班で見つけた以上の「京都の魅力」を見

つけることができました。 

京都探検の始めの授業では、班の友達

だけで行くと聞いて、「行けるかな？」

「迷子にならないかな？」と心配してい

たけど、班と協力して行動することがで

きました。一人一人が責任を持って、役

割を果たすことが大切だと気付くこと

ができました。 

 

「京都の魅力大発見」 



 
 
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第１学年 特別活動  「こんなときどうする？」 
 

指導のねらい 

子どもの判断基準は、自己中心性のある主観的なものから、成長するにしたがって、客観

的な判断基準になっていくと考えられています。主観的なものから、より客観的な判断がで

きるようになるには、子どもが規則（ルールやきまり）が作られた目的を理解できる力と、

自分たちで規則を作り出す経験が重要です。 

この授業では、トラブルが起こったことを想定し、ルールを作り出し、自分たちで解決す

るという疑似体験をさせます。その中でみんなが納得できる方法で、問題を解決することが

大切であることを、子どもたちに気付かせます。 

児童生徒の発達段階との関連 

１・２年生の段階は、自己の利益を守るものとしてのきまりや規範を肯定する時期です。

ルールやきまりが必要な理由や、人と協力しつつ、人とつながるためのルールの妥当性につ

いて考える機会を数多く設定していくことで、自分たちでルールを作ったり、場に応じた行

動ができたりするようになります。 

 

既習内容との関連 

〈生活科〉 

 学校のきまりについて学ぶ学習 

〈道徳〉「およげないりすさん」 

    信頼・友情、助け合い 

（内容項目２－（３）） 

 

指導内容  

＜導入＞ 

・休み時間での遊びを例に、トラブルが起こった場面を想起させ、学習活動への興味付けを

します。 

＜展開＞ 

①ワークシートの例を読み、1組と2組のどちらがコートを使うべきかを考えさ

せます。  

②トラブルが起こった際の、解決の方法を考えさせます。  

 どちらの学級も楽しめて、みんなが笑顔になる解決方法はどれだろう。 

などの視点を児童に与えて考えさせます。 

＜まとめ＞ 

各班から出た意見を振り返る中で、みんなが納得できるやりかたで問題を解決すること

が大切であることに気付かせます。 

今後の学習内容との関連 

今後は、体育科「ボールけりゲーム」の中で、より

楽しめる競技にするためのルール作りに取り組ませた

い。日常のささいなトラブルが起こる場面でも、話し

合うことで折り合いをつけたり、自分たちで解決がで

きるような力を付けさせたい。 

知識  能力  態度第５別

活動  「ごみ収集場所は

どこがいい？」 
 

舞鶴市立中舞鶴小学校 



舞鶴市立中舞鶴小学校 

特別活動学習指導案（協力） 

 
１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 単 元 名         「こんなときどうする？」 

３ 活 動 場 所         １年１組教室 

４ 本時の目標   みんなが納得するような、ものごとの決め方について考えさせる。 

５ 本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・  

教具等 

 

導

入 

学習課題の

設定   

 

 

○休み時間に、遊びのことでト

ラブルになったことはないか

交流する。  

・おにごっこのルールでけんか

になった。  

・ボールの取り合いになった。   

○学習課題を確認する。  

 

 

一斉  

 

・普段の学校生活と関連付け、

学習活動への興味付けをす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

班での話合

い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交流  

 

班での話合

い  

 

 

 

 

 

 

 

○１組と２組のどちらがコート

を使うべきか考える。  

・早い者勝ちで使ったらいいと

思うから1組。  

・あとから来て２組が使うのは

ずるいと思う。  

・早く教室を出られない日もあ

る。早い者勝ちで、２組が使

えないのはかわいそう。  

・学級遊びはその日しかできな

いから2組。  

 

○班ごとに考えを発表する。  

 

○解決の方法を考える。  

・じゃんけんで決めたらいい。  

・話合いで使う順番を決めたら

いい。  

・別の遊びを考えて譲ればいい。 

・１組も２組も一緒に遊んだら、

どちらの組も楽しめる。  

 

 

 

 

班  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉  

 

班  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに沿って話合  

いを進めさせる。  

・お互いに言い分があること  

に気付かせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お互いに言い分がある場合  

の折り合いの付け方を考え

させる。  

・「みんなが笑顔になる」「みん

なが楽しめる」ということを

考えながら、決めていくと解

決に近づくことに気付かせ

る。  

 

ワーク

シート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート  

 

 

 

 

みんながえがおになる、かいけつほうほうをかんがえよう。 



意見交流  ○班ごとに考えを発表し、気付

きを交流する。  

 

 

 

 

 

○「じゃんけん」という解決方

法しか出てこない場合や、大

多数が「じゃんけん」と答え

る時には、この場合「じゃん

けんが、どちらの学級も笑顔

になる」解決方法なのか、児

童に考えさせる。  

一斉  

 

 

 

 

 

 

一斉  

・その日の問題だけ、とりあえ

ず解決したらいいという短

期的な視点の考えが多い場

合は、長期的な視点で考える

ことができるように、「明日

からはどうする？」などと問

いかけるようにする。  

・「じゃんけん」はひとつの解

決方法ではあるが、一方のク

ラスが勝ち続けることも考

えられる。「じゃんけん」で

決める事が公平な解決方法

とは言えない場合もあるこ

とに触れる。  

   

 

ま

と

め 

 

振り返り  ○今日の学習で考えたことや、

感じたことを書く。  

個別  ・解決の方法はたくさんあり、

みんなが納得できるやりか

たで問題を解決することが

大切であることを伝える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書例 

〈こんなときどうする？〉 

◎みんながえがおになる、かいけつほうほうをかんがえよう！ 

                         

やすみじかん                ○どうやってかいけつしたらいい？ 

                       １ぱん  じゃんけん                

 ・ボールのとりあい             ２はん  はなしあい    

 ・ルールをまもらなくてけんかになった。   ３ぱん  べつのあそびをする 

                       ４はん  いっしょにあそぶ 

①1くみと２くみ、どちらがつかえばいい？   ５はん  じゃんけん 

                       ６ぱん  じゃんけん 

 1くみ           ２くみ          

 ・はやいものがちだから。  ・はやいものがちは    ○どちらのくみもたのしめて、みんなが 

 ・あとからきてつかうのは   かわいそう。        えがおになるほうほうは、どれだろう？ 

 ずるい。          ・まえのひからかんがえたから。 

                いたから２くみ。 

 

 

板書計画 

 



 
 

 

【こんなときどうする？】 

２組
くみ

の人
ひと

たちが休
やす

み時間
じ か ん

に、ドッジボールをしようと思
おも

ってドッジボールコートに行
い

くと、１組
くみ

の人
ひと

たちが先
さき

に集
あつ

まっていました。どうやら、１組
くみ

のほうが少
すこ

し授業
じゅぎょう

が終
お

わるのが早
はや

かったので、先
さき

にコートについたよう

です。使
つか

えるドッジボールコートは１つしかありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 １くみ              ２くみ 

 

 

① １くみと２くみ、どちらが、コートをつかえばいいとおもいますか。 

○をつけましょう。 

               １くみ       ２くみ 

 

 そうかんがえたわけをかきましょう。 

 

 

 

 

 

② どうやって、かいけつすればいいとおもいますか。 

 かいけつのほうほう 

 

 

そうかんがえたわけをかきましょう。 

 

 

 

 

 

ぼ
く
た
ち
が
、
さ
き
に
き
た
ん
だ
よ
。

は
や
い
も
の
が
ち
だ
よ
。
ぼ
く
た
ち
が
つ

か
う
よ
！
あ
そ
び
た
い
か
ら
は
し
っ
て

き
た
ん
だ
。 

 

ぼ
く
た
ち
は
、
き
の
う
か
ら
、
や
す
み

じ
か
ん
を
つ
か
っ
て
、
が
っ
き
ゅ
う
あ
そ

び
を
か
ん
が
え
て
い
た
ん
だ
。
あ
と
か
ら

き
た
け
ど
、
き
ょ
う
だ
け
は
、
ぼ
く
た
ち

に
つ
か
わ
せ
て
く
れ
な
い
？ 

ワークシート 

 



              ～実際に授業をしてみて～ 

①１くみと２くみ、どちらが、コートをつかえばいいとおもいますか。 

１組と２組どちらが使えばいいかという問いについては、３２％が１組、６８％が２組と答えていた。「どち

らかに、○をつけましょう」と発問をしたので、「どちらも使えるといいのに」と考えていた児童は最後まで悩

みながら考えていた。「両方のクラスが使えばいいと思う人は、両方を選んでもいいよ。」という聞き方をすると、

結果は変わってくると思われる。 

 

 

 

 

１組 ･･･ ８人 

２組 ･･･ １６人 

 

    

 

 

 

 

 

そう考えた理由 （児童のワークシートより抜粋） 

使えばいいと思うクラス １組 ２組 

理由 ・はやいものがちだから、１組が使えば

いいと思います。 

・先に着いている人が使えばいいと思い

ます。 

 

・２組は、昨日から、学級遊びを考えて

いたからです。 

・１組の人が先にきたけど、学級遊びが

あるので、２組の人にゆずってあげたい

です。 

・この日は２組が使って、今度１組が使

ったらいいと思います。 

・2組は学級遊びを考えてきていて、１組

はやはいものがちだと言っています。２

人でやったらいいと思います。 

 

 １組と答えた児童の理由のほとんどが、「早い者勝ち」であった。そう答えた児童に、話を聞いて見ると、「そ

の方がたくさん遊べるから」「そのほうがはやく決まるから」と答えていた。２組と答えた児童は、「昨日から学

級遊び考えていた」という理由があるのなら、譲ってあげたほうがいいと答えた児童多かった。中には、「この

日は２組が使い、次に１組が使ったらいい」「１組、２組一緒に遊んだらいい」という解決策を書いている児童

も数名いた。 

 

資 料 

 



班ごとに話し合って考えた解決策 

 

 
 

・かいけつするほうほうを、もっとしれてよかったとおもいました。いろんなかいけつほうほうがあるんだとお

もいました。 

 

・みんな、なかよくつかえばいいなとおもいました。 

 

・つぎにけんかがあったときには、それをおもいだしたらいいなとおもいました。 

 

・わたしも、こんなときは、こんなことばをつかえばいいのかなとおもいました。 

 

・こういうことが、あったときには２くみさんに、ゆずってあげたいとおもいました。 

 

・みんな、かんがえたことができるかなとおもいました。 

 

成果や課題 
導入で、「休み時間にトラブルになったことはありますか」と発問したところ、自分が嫌なことをされたこと

の言い合いになってしまい、意図していたものにならなかった。「遊びのルールをめぐって、こまったことがあ

りましたか」という聞き方のほうが、低学年の発達段階には適していると感じた。 

実際に子どもたちがグループごとに出した解決方法は４種類あった。①時間を区切ってコートを使う。②１回

ずつ、交替してドッジボールをする。③話合いをして、その日コートを使うクラスを決める。④１組も、２組も

一緒にコートを使う。というものだった。じゃんけんで解決すればいいと、考えたグループはなかった。授業を

通して、「みんなが笑顔になる解決策」ということを強調して話していたので、どちらかが勝ってどちらかが負

けるじゃんけんという方法は選択しなかったものと思われる。 

児童が自分たちで、たくさんの解決方法を考え出し、解決方法は１つではなく、たくさんあることを確認する

こともできた。また、ずっとけんかをしていたのでは、嫌な気持ちの休み時間になってしまうが、解決策をその

場で考えて、提案することができると、みんなが笑顔になるのではないかということを確認できた。 

授業の中では、「こうしたらいいのかな」という解決策を、子どもたちにたくさん考えさせることができたが、

実際にトラブルになったときに、児童が自分たちで考え行動していくのは難しいことである。「みんな考えたこ

とが、本当にできるかな」と感想に書いている児童もいたが、日常の生活の中でも自分たちで解決することの体

験を通して、「ふるまい」の方法を身に付けていってほしい。 

班 解決策 → 理由 

１班と３班 時間を半分ずつになるように区切って遊ぶ。 → 同じ時間だけ使えるから。 

２班と４班 １回ずつ、交替してドッジボールをする。  → 同じ回数だけ使えるから。 

５班 話合いをして、その日コートを使うクラスを決める。→ 話合いで決めたら納得できる。 

６班 １組も、２組も一緒に遊ぶ。        → 一緒に遊んでどちらも笑顔になるから。 

授業後の児童の感想より 

 



 
 
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中学校第１学年 道徳  「島耕作 ある朝の出来事」 
 

指導のねらい 

島耕作の言動・投書に出てくる人々の言動について考える中で、誰もが気持ちよく生活する

ための公徳心を知り、自らも公徳心のある行動をしようとする、実践意欲を培う。 

 
児童生徒の発達段階との関連 

 久美浜中学校区（久美浜学園）では、本年度より本市の６中学校区で全面実施をしています

施設分離型の小中一貫教育を通して「法やルールに関する教育」を取り組んでいます。その中

で小中９年間の発達の段階に合わせた指導計画に則り、教科での横断的指導や積極的な児童会

と生徒会活動の共同的な活動を通して、命を大切にして自己肯定感をはぐくむ教育を推進して

います。中でも規範意識の醸成に関する教育活動は、昨年度に引き続き、発達の段階に応じた

非行防止教室等の開催、「法やルールに関する教育」の視点で展開する話合い活動、特別活動に

おける児童・生徒の主体的活動を有機的に組み合わせて展開しています。道徳においても他領

域の学習で得た様々な知識を態度につなげるための「考えを深める場」と位置付けています。 

指導内容 

＜導入＞ 

・通勤ラッシュの電車の中で窮屈な光景をイメージさせます。 

＜展開＞ 

・資料を読み、お互いの主張が自分の思いのみを中心にしているため、みんなが嫌な思いをし

ていることに気付かせます。そのあとで、同様のシチュエーションの投稿記事と比較させ、

公共の場における態度について考えさせます。最後に、ロールプレイを行いそれぞれの感じ

方を体験させ、思いを深化させます。 

＜終末＞ 

・公共の場で大切なことについて考えさせ、社会の一員として、気持ちの良い社会を実現しよ

うとする実践意欲を培います。 

 

京丹後市立久美浜中学校区 

京丹後市立久美浜中学校 
京丹後市立久美浜小学校 
京丹後市立高龍小学校 
京丹後市立かぶと山小学校 

知識  能力  態度  

態度第５学年 特別活

動  「ごみ収集場所

はどこがいい？」 
 

既習内容との関連 

小学校 

生活科 みんなが気持ちよく過ごすために 
道 徳 公徳心 
体育科 ルールを工夫する学習 

中学校 

道 徳 個性の伸長、よりよい社会の実現 
    望ましい生活習慣、公正、公平 
体育科 相手を尊重したフェアプレイの在り

方の学習 
音楽科 合唱を通して協力する学習 

今後の学習内容との関連 

中学校 

特別活動 児童会と生徒会の連携活動 
話合い活動、学校行事 

国語科 話すこと・聞くこと 
他人の立場理解 

高等学校 

公民科 共に生きる社会を目指して 
特別活動 問題解決の討論・自己表現の学習 
総合的な学習の時間 

 みんなと共に自分らしく生きる 



道徳学習指導案 
１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 内 容 項 目    公徳を尊ぶ心 

３ 資 料 名   「島耕作 ある朝の出来事」（「中学生の道徳 自分を見つめる」より） 

４ 本時のねらい 

 「島耕作」に出てくる人々の言動・投書に出てくる人々の言動を比較して考え、どうすれば誰も

が気持ちよく過ごせるのかをロールプレイで表現することを通して、公共の場における態度を考え、

よりよい社会を実現しようとする道徳的実践意欲を培う。 

５ 本時の展開 

過
程 

学習内容 

及び活動 
発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

教材・  

教具等 

導

入 

・通勤ラッシュ
の車内をイメー
ジする。 

 
 
 
・暑い・ぎゅうぎゅうづめ・押される・狭い・隣の人
とぶつかる・座れない 

・電車の中の窮屈な
光景をイメージさ
せる。 

 

 

展 

 

開 

・資料（「課長 
島耕作」のエピ
ソード））を読む 
 
 
 
 
 
 
 
・島、サラリー
マンそれぞれの
思いを確かめる 
・おばあさん、
周りの人の思い
も合わせて考え
る 
 
・投書を読む 
 
 
 
・島耕作と投書
のやり取りの違
いを考える 
 
 
 
・班ごとにロー
ルプレイをす
る（島・サラ
リーマン、お
ばあさん、周
りの人） 

 
 
 
（島耕作）・言っていることは正しい ・その通り 
（サラリーマン） 
・わがまま・自分勝手・席を譲るべきだ 
・言われてみれば、納得する部分もある 
 
 
 
（島耕作） 
・正しいことを言っているのに受け入れられない 
（サラリーマン） 
・早く並んだ自分に権利があるはずだ 
（おばあさん）・私のせいで申し訳ない 
（周りの人）・もうやめてほしい  ・雰囲気が悪い 
 
 
 
 
・すぐに代わってくれたところ  ・言い方 
・自分だけでなく、相手のことや立場を考えている 
・相手に対する優しさを持っている 
・大島さんが勇気を出して一声かけたところ 
・一声のかけ方が優しい 
・大島さんが「気が付かなくて」と謝っているところ 
・「私こそ早く気がつけば…」と言っているところ 
・不自由な足を理由にしなかったから 
・気が付かなかった自分の失敗をすぐに謝れたから 
 
 
 

・島の言い分が正し
い、と言う意見が大
半を占めることが
予想される。 
 
 
 
 
 
 
・２人が自分の思い
のみを中心にして
いることを押さえ
る。 
・周りも２人に気を
遣うようになって
しまっている 
 
 
 
 
・投書の人々の行動
の基になっている
ものについて考え
させたい。 
 
 
 
 
・「公徳心を意識し
たもの」に変化した
ロールプレイが示
されることを目指
したい。 

資料  

 

 

 

 

終

末 

・本時を振り返
る 

 
 
 
・正しいことを言っていても、相手の状況も考えない
とうまくいかないんだなぁ。 

・自分の意見だけでなく、相手の思いを推し量れる人
になりたいなぁ 

・気持ちのよい社会
を実現するために
大切なことを考え
させる。 

ワーク

シート  

社会生活の中で守

るべき公徳を大切

にする態度を育む。 

比較して、「いいなあ」と思えるところ、「あっ」
と気づくところはどこですか？ 

そして、なぜそう思いましたか？ 

 

通勤ラッシュって知っていますか。通勤ラッシュ
の時の車内ってどんな感じだろう。 

 

それぞれの言い分や言い方についてどんなふうに
感じますか 

島・サラリーマン・おばあさん・周りの人は、こ
のやり取りでどのような思いを持っただろう。 

投書と比べて考えたことに基づき、「島耕作のエピ
ソード」をロールプレイして、社会の中の自分と
他者への配慮について考えてみましょう。 

この時間に考えたことについて書きましょう。 
（公共の場で大切なことって何だろう。） 



 

 

道徳   「島 耕作  ある朝の出来事」 

                        組  名前（            ） 

◎ 比較して、「いいなぁ」と思えるところ、「あっ」と気づくところはどこですか？ 

そして、なぜそう思いましたか？ 

 

 

 

 

 

 

○（           ）で大切なことって何だろう？ 

 

 

 

 

 

 

 今日の授業で考えたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の振り返り 

 ↓○をつけてください。 

１ じっくり考えられましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

２ 勇気を持って発言できましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

３ 思いやりを持って聞けましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

４ 自分自身を振り返れましたか。 ５  ４  ３  ２  １ 

５ 資料はよかったですか。 ５  ４  ３  ２  １ 

ワークシート 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒感想用紙より 

・どんな状況でも人のことを第一に考えられる優しい人間になりたいなと思った。 

・世の中には、こんな問題があふれていると思います。だけど、周りの人がどこまで

いい対応ができるかが大切だと思います。いつか都会で生きていく上で大切だと思い

ました。 

・ロールプレイをして、いろんな役が分かったし、これからどのように接していけば

いいのか分かりました。お互いを思いやるきもちもしっかりとできました。これから、

もしそんな人がいたら助けてあげたいです。 

・人を思いやる心が大切なんだなと感じました。ロールプレイも楽しかったです。こ

んなことが電車で会ったら嫌だけど私も勇気を持って行動に移りたいです。 

・すごくおもしろかった。私もおばあさんが立っていたら譲りたいし、自分も立って

いたら声をかけたい。そうして、みんなが気持ちの良い社会にしたい。 

・今日の勉強で人を思いやる気持ちが大切ということがよくわかりました。私は電車

で一度席をかわったことがあるけど、いいことをしたなと思ったし、自分でもスッキ

リしました。だけど、やっぱり老人には席をゆずらないといけないなと思ったし、老

人に限らず赤子のいる人などにも席をゆずらないといけないと思いました。 

・どの人も事情があるかもしれないが、みんなが楽しく生きられるようにしたらいい

のにと思いました。 

・知らない人に声をかけることがすごいと思った。私も、もし困っている人がいたら

声をかけて助けたいです。 

・僕もやさしい気持ちを持とうと思った。 

板書計画 

   

板
書
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「
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耕
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「法やルールに関する教育」を横断的
に関連付け、生徒会と児童会が一体に
なった取組           → 

授業の様子や小中一貫した取組の様子 

班単位で話し合いやロールプレイの様子 

 

○「法やルールに関する教育」の小・中学校 9年間
のカリキュラムの作成と見直し・その実践 

○校区小・中学校における
「法やルールに関する教
育」の視点を盛り込んだ
道徳の実践と指導事例集
の作成 

特別 
活動 

道徳・ 
教科 

○生徒会と児童会が一体と
なった年間を通した取組
（小中合同会議、「夏みか
ん日」の取組、交通安全
運動、挨拶運動の取組な
ど） 

○非行防止教室やケータイ
安心安全教室の開催 

○篠原嘉一氏（NIT 情報技術推進ネットワ

ーク株式会社代表取締役）による講話学
習・講演会（①校区小４児童全
員・②中学校全校生徒・③校区保
幼小中ＰＴＡ等）３部構成で実施 

○「法やルールに関する教
育」の横断的展開（道徳、
社会科、技術科、他） 

小・中学校一貫した「法やルールに関する教育」の取組 

モラルの体得と 

規範意識の醸成 

２年目となる小中合同のあいさつ運動や校区小中合同会議 

ネットモラルについて同日３部構成での講話学習 

後輩に引き継がれる安全ライン 
【ルールが必要な理由を考える取組】 

「命」プロジェクト 

↑「法やルールに関する教育」実践事例集に昨年

掲載した授業を新一年生で実施。 

 



 
 
  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３学年 公民科  「自由の限界を探る」 
 

指導のねらい 

 自由の尊重が前提となっている社会において、自由が認められる限界を探ること

で、法律をつくり守る社会の一員として主体的に関わろうとする態度を養います。 

児童生徒の発達段階との関連 

 高校生は基本的人権についての知識は身についています。また、法やルールを守ろうとする規範

意識もある程度は身についています。しかし、法やルールの内容を検討したり、法やルールを通じて

社会を形成する主体となっていこうとしたりする意識は希薄です。具体的な例の検討を通じて個人の

自由と法やルールとの関係を公平・公正の視点から模索します。 

既習内容との関連 

小学校＜社会科＞ 

 日本国憲法の学習 

中学校＜公民分野＞ 

日本国憲法の学習 

高等学校＜公民科＞ 

日本国憲法における基本的人権の

尊重の学習（自由権） 

 

 

 

 

 

指導内容 

＜導入＞ 

 簡単な事例から、むやみに個人の自由は規制すべきではないという認識を共有すしま

す。 

＜展開＞ 

 周囲の人が「好ましくない」と思うような 5 つの行動事例から、どの場合にどんな理由

でその自由を法律で規制できるかを探ります。 

＜まとめ＞ 

 個人の自由の尊重と法律による規制の関係についての多様な意見を振り返り、法やルー

ルの在り方を考えるための見方・考え方となるよう確認します。 

今後の学習内容との関連 

高等学校＜公民科＞ 

「個人と社会」 

「法の意義と役割」 

「開かれた司法制度に向けて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識  能力  態度第

５ 学 年  特別活動  

「ごみ収集場所はどこ

がいい？」 
 

京都府立西乙訓高等学校 



公民科学習指導案（公平・公正） 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         個人の尊重と法の支配 

５ 本時の目標   個人の自由と法律による自由の規制の境界を「公平・公正」の視点から探求する。 

６ 本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・  

教具等 

 

導

入 

 

課題把握  ○個人の自由が尊重されて

いる社会で暮らしている

ことを確認する。  

○自由が認められる場合と

禁止される場合があるこ

とに気付く。  

○本時の課題「自由が法律

によって規制される限界

は何か」について確認し、

学習に興味を持つ  

 

一斉  ・既習の憲法の人権規定から個

人の権利としての自由権を確

認する。  

・多数派によって少数派が不当

に自由を奪われることが無い

ように、個人の自由の追求に

は公平・公正な配慮が必要に

なることを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

個人の自

由が認め

られる限

界と規制

の根拠を

探求する。 

 

 

 

○人が大勢いる公共の場所

で、自分又は他者に不利益

を与える行動について考

え、法で規制する事の是非

を議論する。  

 ・不利益の深刻さを考える  

 ・規制することで生まれる

不利益を考える。  

 

○法律で規制するべきとす

る基準とその理由を明確

にし、グループで合意を

はかる。  

 

個別  

のち  

グループ 

 

 

 

 

 

 

個別 

のち 

グループ 

 

・自由の尊重と社会の不利益を

公平・公正に判断できるよう

にする。  

 

 

 

 

 

 

・議論が混乱したときには「危

害原理」や「不快原理」「パタ

ーナリズム」等の概念を紹介

し、判断の基準にする。  

 

ワー

クシ

ート  

 

ま

と

め 

 

まとめ  ○個性や多様性を尊重するため

には、個人の自由を尊重すべ

きであるが、一方で最低限他

者に配慮する必要があり、そ

のために法律を作る。そのバ

ランスが公平・公正かどうか

であることを理解する。 

一斉  ・本時の議論が法律を作る過程

の一つでもあることを認識さ

せる。  

・法律は道徳的なルールの最低

限の決まりであり、それ以前

にマナーを守ることの必要性

に言及しておく。  

 

【注：本時の主題および事例は、宇佐美誠『その先の正義論－宇佐美教授の白熱教室』武田ランダムハ

ウスジャパン、2011 年、pp.108-154 を参考に作成】 

どのような場合に個人の自由は法律で制限できるか 



個人の自由はどの程度規制することができるか。 

１．自由について考えよう。次の自由は認められるか、認められないか。 

 事例１：毎日、髪型にこだわってセットに1時間かけていて、朝食を食べずに学校へ行く。 

      認められるべき。 

 事例２：お金が足りずに生活に困っているので、他人の財布を盗む。 

      認められない。 

 

２．課題：次の状況で、１～５のどのような場合であれば法律で自由を制限できるだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

   

（１）法律で規制するべきかどうかを考えて表に○か×（規制すべき：○、規制すべきでない：×）を

書こう。その際、その理由を表の項目にしたがって考えよう。 

 規制するべきか

すべきでないか 

 

何が好ましくないか 好ましくない程

度(１～５段階) 

法律で規制したと

き不公平はないか 

１ 臭う中華

まんを食

べる 

○：8 人 

×：25 人 

マナーとしては良くな     

い。臭いが不快 
 ２  一部ある 

２ 生きた昆

虫を食べ

る 

○：１５人 

×：１８人 

虫を食べる習慣が無い人に

とっては不快（文化により

不快でない人もいる） 

 ４  ある 

３ 下らない

漫画を読

む 

○：０人 

×：３３人 
本人のためにはならない。  １  大いにある 

４ 窓から腕

を出す 
○：２２人 

×：１１人 

本人にとっては危険だが、

他者にはあまり被害はな

い。 

 ２  一部ある 

５ 花火を打

ち上げる 

すべき：３３人 

すべきでない：０

人 

他者に危害を加える。  ５  なし 

 

（２）個人の自由を規制できる基準とその理由は何か。 

  物理的な危害を他人や他人の物に与えること。精神的な被害を他人に与える場合。被害や不快な感

覚を受ける人が自分では避けられない場合。本人だけが被害を受けるのはかまわない。 

人が大勢いる公共の場所（たとえば電車内）で・・・ 

１ 周囲の人々にはっきりとわかるような良い臭いがする中華まんを食べている。 

２ 生きた昆虫をむしゃむしゃ食べている。 

３ ものすごく下品で下らない漫画をこっそり読んでいる。 

４ 窓を開けて手を肘まで出している。 

５ 花火を大量に打ち上げている。  

ワークシート 

 

ワークシート 

 
網掛け部分は、実際に出た意見。 



 

 

【学習の内容に関するもの】 

○自由はそれぞれ人に与えられた権利だけど、自由を法律で制限することは、社会を保

っていくのに必要なことではないかと思いました。自分にとって自由とは何かを考え

させられる深い授業でした。どこまでが自由でどこまでがそうでないのかを考えてみ

て、その線引きは、第一は犯罪につながるかどうか、第二はマナーや常識で、第三が

道徳なのではないでしょうか。自由には制限されることで不公平になる人が出ると言

うことにも気付くことができました。 

 

【「法やルールに関する教育」授業の効果について】 

○班で話したり、班ごとの意見を発表したりして意見を交換することで、自由について

の具体的な内容が、自分では当たり前だ、許せないと思っていることでも意外と他と

は違うということを知ることができ、面白かったし、自分の考えを見直す良い機会に

なりました。３０人クラスだったら５人ぐらい意見が違う人がいて、あとは同じよう

な意見の人がほとんどかなと思っていたけれど、むしろ自分の意見が間違っているの

ではないかと思うほど色々な意見が出てきて驚いた。どの人もはじめは「自分が正し

い」と思っているようにみえた。３０人でこんなにも違うのならば、世界中で考え方

がちがうのは当たり前だと思った。また、自分の考えは明確に持っていてもそれを文

字や言葉で言い表すことの難しさを改めて感じました。 

  

○はじめは「なぜ～をしてはいけないか」等について自分の考えを振り返ったとき、そ

の根拠が、何となく周りの人がそう言っているからというような曖昧な根拠しかもっ

て いなかった自分に少し落ち込みました。しかし、正解がないことを考えるのがす

ごく楽しくて、答えが見つからないので難しくモヤモヤした気分になったが、自分が

思いもしない他人の意見を聞けて良かったです。 

 

感 想 

 



知識    能力   態度態度

第５学年  特別活動  

「ごみ収集場所はどこ

がいい？」 
 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第２学年 公民科 「政治とは何か」 
 

指導のねらい 

社会において、人々は協力することによって、それぞれ幸福を実現しようとしています。しかし、

社会における人々の考えや意見はさまざまであり、そのような人々が日々織りなす利害関係も多種

多様です。それゆえに、時として、利害関係が対立し、争いが生じることにより、協力を妨げる状

況が生まれることもあります。そのような時、どのような視点や方法でその状況を改善していくか、

体験的な活動を通じて考えさせ、法やルール、さらに国家や権力の存在意義や、政治の目的に気付

かせます。 

児童生徒の発達段階との関連 

 選挙権年齢の引き下げによって、生徒は、高等学校在学中に有権者となるようになりました。高

等学校における諸活動を通じて、有権者としてふさわしい資質や望ましい能力を身につけさせるこ

とが求められるようになっています。また、生徒は、小・中学校段階で身につけた公民的資質を活

かし、学校や地域、家庭など、さまざまな規模の社会でのさまざまな活動に、主体的に参画するこ

とが期待されています。高等学校の発達段階に応じて、社会には多種多様な立場や価値観、考え方

があることを体験的な活動を通じて理解させるとともに、諸課題を多面的・多角的に考察し、公正

に判断する力を養うことが求められます。 

既習内容との関連 

幼稚園 遊びや生活の決まりを守る学び 

小学校＜社会科＞日本国憲法の学習 

   ＜道徳＞約束や決まりを守る学習 

中学校＜公民的分野＞日本国憲法の学習 

   ＜道徳＞法や決まりを遵守する学習 

＜特別活動＞学級や生徒会、部活動等で

の対立状況を改善する体験的な学び 

指導内容 

＜導入＞ 社会で争いが起こる原因として、多様な意見や価値観を持った人々の間での利害関係の

対立が挙げられます。そのような時、どのように対処することが望ましいのか、また、そ

のような争いが起こりにくいように、社会にはどのようなシステムがあるのか、グループ

を中心とした体験的な活動を通じて学習することを確認させます。 

＜展開＞ 「無人島で全員が生き延びるためには、どのように行動することが望ましいか」という、

具体的な例を用いて、相手の行動が読めないため、利得が最大となるよう行動できないこ

とに気付かせます。また、このような「ジレンマ」状況を解決するために、政治というも

のがあり、法やルール、国家や権力が存在していることを理解させます。 

＜まとめ＞ 社会には、「ジレンマ」状況と似た状況があることに気づかせ、学習した内容をまと

めさせ、主権者として必要な資質と望ましい行動について考えさせます。 

今後の学習内容との関連 

高等学校＜公民科＞ 

・絶対王政から民主政治の成立に至る歴史 

・社会契約説と啓蒙思想 

・法の意義と機能 

・「法の支配」と権力分立 

・現代の民主主義と多数決原理 

・世界のおもな政治体制 

京都府立園部高等学校 



公民科学習指導案（協力、公平・公正） 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         民主政治の基本原理 

３ 活 動 場 所         教室 

４ 本時の目標   「ジレンマ」状況の学習を通じて、法やルール、政治の目的、国家や権力の存在

意義を理解させ、主権者として必要な資質や望ましい行動について考えさせる。 

５ 本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・  

教具等 

導

入 

学習内容  

の確認  

学習内容を知  

る。  

一斉  グループでの活動において、発言し、意見を聴

き、書くことの重要性を改めて強調する。  

ワーク  

シート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジレンマ

状況の理

解  

 

 

ジレンマ

状況で採

る行動  

 

 

ジレンマ

状況のま

とめ  

 

社会での

ジレンマ

状況の例  

 

 

法やルー

ル・政治

の目的・

国家や権

力の意義  

 

 

利得表を作成

し、ジレンマ

状況の構造を

理解する。  

 

ジレンマ状況

においてどの

ように行動す

るか考える。  

 

ジレンマ状況

を言語化し、

説明する。  

 

社会でのジレ

ンマ状況やそ

の課題に気付

く。  

 

ジレンマ状況

を解決する方

法を考える。

また、法やル

ール、政治の

目的、国家や

権力の意義を

 

 

一斉  

 

 

 

 

グル

ープ  

一斉  

 

 

一斉  

 

 

 

グル

ープ  

一斉  

 

 

グル

ープ  

一斉  

 

 

利得表を用いて、利得がどのようになるか整理  

し、ジレンマ状況の構造を理解させる。  

 

 

 

ジレンマ状況を体験させる。相手が採る行動が  

読めない時、どのように行動しようとするか、  

グループで議論し、その結果を全体で共有する  

。  

 

体験した事例にしたがって言語化し、まとめさ  

せる。  

 

 

身近なジレンマ状況に気付かせる。最初は何も

ヒントは与えずに考えさせる。状況を見て、掃

除を例に挙げ、どこがジレンマになっているか

グループで考えさせる。  

 

ジレンマ状況の解決は、より多くの人が幸福に  

なる共生社会を実現するために必要であること  

に気付かせる。ジレンマ状況を解決するために  

は、ジレンマ状況において、自分の利得のみを  

考えて行動するおそれをなくし、互いに安心で  

きるよう、法やルールを決める必要がある。そ  

のために、政治や国家、権力があることに気付  

 

 

ワーク

シート  

 

 

 

ワーク

シート  

・タイ

マー  

 

ワーク

シート  

 

 

ワーク

シート  

・タイ

マー  

 

ワーク

シート

・タイ

マー  

なぜ法やルールは必要なのだろう。また、政治の目的は何だろう。 



理解する。  かせ、その意義と法やルールを遵守することの  

大切さを理解させ、規範意識の醸成を図る。  

 

ま

と

め 

学習内容

のふりか

えり  

学習内容をふ  

りかえり、考  

えたことをま  

とめ、提出す  

る。  

個別  

グル

ープ  

考えたことをふせんに書き、模造紙に貼らせる。

友人の意見や考察を読み、ワークシートに記入

させる。模造紙を通じて、意見や考察の交流を

図る。  

ワーク

シート  

・ふせ

ん・模

造紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

 

本日のテーマ 

無人島で６人全員が生きのびるためには、 

どうすればよいか？ 

・プレイヤー：海賊Ａ・ほかの海賊 

・戦略：ナイフを捨てる・捨てない 

▼① 利得表 

 

 

 

 

 

 

 

（利得表を書く） 

▼② 本来は、どのように行動すれば、 

   全員にとってHAPPYか？ 

   →全員がいざという時のためにナイフを 

    持ったまま、リンゴを仲良く分ける。 

▼★③ 「ジレンマ」状況 

   本当はもっとも利得が高くなるよう行動したい…ナイフは捨てたくない 

      しかし、相手がどのような行動に出るか分からない…誰かがナイフを捨てないかも 

      そのうえ、自分が損するおそれがある・・・殺されてしまうかも 

      →結局、全体として、望ましくない結果となってしまう状況 

    …ナイフを捨てられず、全員飢えで死亡 

▼★④ ジレンマの例 

   ・・・・ 

▼★⑤ 法律やルールをつくる。 

    →政治の目的・国家が存在する理由 

    →この過程に参画することは非常に重要 

     １８歳選挙権 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 



 

 

 

・授業を受ける前は、法やルールをなぜ守らなければならないか、正直分からなかった。授業を受けた

後は、皆が平等に生活できるように守らなければならないのだと気付いた。 

・法やルールは、決まっていることだから守らなければならないと思っていた。しかし、ジレンマにな

らないためにあるものだと分かったし、自分だけでなく、他の人が損な思いをしないようにするため

にあるのだと分かった。 

・法やルールは、ただ守らなければならないと思っているだけで、なぜかは考えたことがなかった。授

業でグループで話し合ってみて、法やルールがなかったり、守られなかったときのことを考えると、

法やルールは大切なことなんだなと分かった。 

・授業を受ける前は、規則がないと自由すぎるから、法やルールによって決められているのだと考えて

いた。授業を受けた後は、一人一人を尊重するために法やルールがあるということに気付いた。 

・自分の利得だけ考えればよいわけではなく、まわりをよく見て考えなければならないと分かった。 

・第三者が入って、ルールを決めることによって、利得を最大にできる。 

・実際に「ジレンマ」が身近で起こっていることに気が付けました。そして、相手がどう出てくるかと

考えて、自分が損をしないためにどうすればいいのかを考えるのが楽しかった。 

・ジレンマ状況というのを知って、日常にもあることが分かった。ジレンマ状況に陥った時、どうした

らいいのかよく分かったし、法やルールがある理由がきちんと理解できた。 

・相手の行動を推測しながら、自分が最も得をする行動をとるのは難しいと思った。一人だけがたくさ

ん得をするより、みんながそこそこ得をする方が平和でよいと思う。 

・できるだけ利得は高い方がいいけれど、それにはリスクがともなうので、そのリスクを負わないよう

にと思うと、どうしても一番高い利得は得られないから、すごく難しいと思った。 

・相手がどう出るか不安で迷ったりした。もし失敗したら自分が損するから、安全に自分が損しない方

法を選んだ。 

・プレイヤーどうしがお互いに得をする考え方をしようと思うと大変なんだなと思いました。法やルー

ルによって制限されている部分があるので、相手のことを考えながらなるべく損がないようにしよう

とするとジレンマが起こるので、ジレンマが完全になくなるということはないだろうなと思った。 

 

感 想 

 



 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第２学年 国語科  「集団討論」 
 

指導のねらい 

集団討論を通して自己のマナーやモラルを見直し、社会の一員としての自覚ある

行動を考えさせます。また、よりよい社会の実現に向けて他者への思いやりや他者

と協力する姿勢・態度を養います。 

 
児童生徒の発達段階との関連 

高校生のルールや決まりの捉え方の発達段階は、「規範の抽象化期」から「規範の尊重期」への

移行期であり、社会の一員として自覚ある行動や態度が求められます。しかし、近年、自己中心的な

価値観の広がりや社会生活における高校生のマナー・モラルの低下が指摘されています。そこで本

単元では、高校生にとって身近な「スマートフォン」の使い方について焦点をあて、生徒の規範意識を

掘り起こし、社会の一員としての自覚ある行動、他者への思いやりや他者と協力する姿勢・態度を養

います。 

 

 

 

 

知識  能力  態度第

５ 学 年  特別活動  

「ごみ収集場所はどこ

がいい？」 
 

指導内容 

＜導 入＞・ルールの必要性について振り返り、確認させます。 

      →ルールや決まりにより、私たちの生活や命・人権が守られていることを確

認します。 

＜展 開＞・日常生活の様々な場面のなかで、スマートフォンの使用により迷惑となって

いる行為（ルール違反やマナー・モラルに反する行為）をあげ、「なぜ迷惑

な行為をするのか？」をグループで議論させます。 

・迷惑な行為（ルール違反・マナー・モラルに反する行為）は、「なぜしてはい

けないのか？」その理由や根拠をグループで議論させます。 

      →自己中心的な行動や考え方が、周囲に不快感を与え、トラブルを引き起こ

す場合もあることを気付かせます。 

＜まとめ＞・ルールの遵守やマナー・モラルの意識が、よりよい社会の実現につながるこ

とを理解させます。 

○集団討論を通して、他者への思いやり（公平・公正な配慮）や他者と協力する 

姿勢・態度を養います。 

 

 
既習内容との関連 

○特別活動･･･学級活動「話し合い活

動」、生徒会活動 

○道徳･･･遵法精神、公徳心、公共の精

神、公正・公平、社会正義、 

   集団生活の意義、集団生活の向

上 

○国語科･･･「話すこと」「聞くこと」「自

分の意見を分かりやすく

まとめること」 

 

 

京都府立大江高等学校 

今後の学習内容との関連 

○国語科･･･「話すこと」「聞くこと」「話

し合うこと」「ディベート」 

※相手の立場や考え方を尊重し表現の仕方や進

行の仕方等を工夫して話し合う態度を育てる。 

○特別活動･･･「ホームルーム活動」「学

校行事」「生徒会活動」 

○総合的な学習の時間･･･集団生活や 

社会問題を題材とする単元 

 

 

 



国語科学習指導案（協力、公平・公正） 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         「集団討論～ルールとマナー・モラルについて～」 

３ 単元目標    「スマートフォン」の使い方における問題を考察することで、自己のマナーやモ

ラルを見直し、社会の一員として自覚ある行動を考えさせる。また、よりよい社会

の実現に向けて他者への思いやり（公平・公正な配慮）と協力する姿勢・態度を養

う。 

          協議及び発表によりコミュニケーション力や論理的な思考力・判断力及び表現力

を育む。 

４ 単元指導計画（全８時間） 

次 時 指導内容 学習活動 指導上の留意点 

一 

 

１ 

 

ルールやマナー・モラ

ルを考える 

○私たちの日常生活において、ルールや

マナー・モラルの必要性を考える。 

○私たちの行動が、ルールやマナーに反

する場合もあることに気付かせる。 

二 ２ 

～ 

３ 

【情報収集】 

スマートフォンの問題

点を調べる 

○事故・事件・トラブルなどをインター

ネットや新聞等で調べ、整理・集約す

る。 

○スマートフォンの問題点を多面的に

考察させ、利便性とともに危険性も理

解させる。 

問題点の背景や原因に

ついて考察する 

○「スマホ依存」、「迷惑行為」などの

問題の背景や原因を整理・集約する。 

○自らの生活・行動を振り返り、適切に

スマートフォンを使用する必要性を

自覚させる。 

三 

 

 

 

４ 

～ 

５ 

 

「分かりやすい主張や

反論」について学ぶ 

○外部講師から論理的な表現方法を学

ぶ。 

○相手に分かりやすい主張や説得力の

ある表現方法を学ばせる。 

集団討論の練習 ○設定されたテーマに基づき、論理的な

表現方法で意見を発表する。 

○自他の主張を比較することで、論理的

かつ効果的な表現を考えさせる。 

四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

【グループ発表】 

スマートフォンの問題

点と背景・原因を整理

し発表する 

○スマートフォンの問題点及びその背

景・原因についてグループで整理し、

前時の学習を踏まえ発表する。 

○論理的に説明出来るよう指導する。 

○グループの発表を聴き、スマートフォ

ンの適切な使い方を考えさせる。 

７ 

 

 

ルールの必要性につい

て考える 

 

○ルールの違反行為が法律で規制され

ている理由を、個人及びグループで考

える。 

○ルールや法律（法）により、私たちの

生活・命・権利が守られていることを

気付かせる。 

８ 

本

時 

よりよい社会の実現

に向けて 

 

○「なぜ迷惑行為をするのか？」「なぜ

してはいけないのか？」を協議を通し

て他者への思いやりや協力を考える。 

○自己を見直し、ルールやマナー・モラ

ルを守ることが、よりよい社会の実現

に繋がることを理解させる。 

 

５ 本時の目標    

・スマートフォン使用において、迷惑となる行為やその原因・理由を考えることで、自己のマナーやモ

ラルを見直す。また、一人一人がルールやマナー・モラルを意識し、他者を思いやること（公平・公

正な配慮）や他者と協力することが、よりよい社会生活や学校生活を実現することに気付かせる。 

・協議や発表により、コミュニケーション力や論理的な思考力・判断力及び表現力を養う。 



６ 本時の展開 

過
程 

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・  

教具等 

導 

入 

前時の復習 

 

○ルールの必要性について振り

返る。 

一 斉 ○ルールや法により、私たちの生活

が守られていることを押さえる。 

 

 

 

 

展 

 

開 

①   

 

 

 

 

 

 

展 

 

開

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

迷惑行為と

その理由を

考える 

 

 

 

 

 

 

 

マナー違反

やモラルに

反する行為

をしてはい

けない理由

を考える 

 

 

 

 

○スマートフォン使用に関わる

「迷惑行為」を、さまざまな

場面や立場を想定し考える。 

その後、グループで原因や理

由について協議し、わかりや

すく発表する。 

 

 

 

 

○なぜ迷惑行為（マナー違反・

モラルに反する行為）をして

はいけない理由を、グループ

で協議する。 

○グループで意見をまとめ、発

表する。 

 

 

 

グルー

プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

グルー

プ 

 

 

グルー

プ 

 

 

 

 

○公園・病院・電車・図書館、自転

車や車の運転中、授業中などさま

ざまな場面や立場を想定し多面的

に考えさせる。 

○迷惑な行為を挙げ、その行為の原

因や理由を考えるなかで、自らの

行動を見直させる。 

 

 

 

○自己中心的な行為が、周囲にどの

ような影響を与えるか、立場を置

き換えて考えさせる。 

○社会生活において、他者への思い

やり（公平・公正な配慮）と協力

する姿勢・態度の必要性をとらえ

る。 

○グループ発表を聞き、論理的な説

明であるか考えさせる。 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰ

ﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰ

ﾄ 

 

ま

と

め 

本時のまと

め 

 

○本時の話し合いを通じて、ル

ールやマナー・モラルについ

て整理し、自分の意見・考え

を書く。 

 

一 斉 

 

○ルールやマナー・モラルを遵守す

ることで、よりよい社会の実現に

繋がることを理解させる。 

○社会の一員・高校生として、自覚

ある態度と行動を日常生活に生か

すように促す。 

ﾜｰｸｼｰ

ﾄ 

 

 【補 足】生徒や学校の実態に応じて、指導案の過程 展開②において、下記のようなテーマや具体的事象を

取り上げ、グループで協議（討論・ディベート）も効果的である。 

○学習（授業）にスマートフォンは必要か不必要か。 

○高校生（未成年）の「スマートフォン使用制限条例」を制定すべきか。 

○小学生にスマートフォンを持たせるべきか。 

○「スマホ育児」の是か非か。 

○高校生のスマホ実態調査から見える光と影。 

発問② スマートフォン使用において「迷惑行為」（マナー違反・モラルに反する行為）は、

なぜ「迷惑行為」してはいけないのでしょうか。 

 

発問① スマートフォン使用において「迷惑行為」にはどのようなものがありますか。 

なぜ「迷惑行為」をするのでしょうか。 

 

 



 

      ◇個人ワークシート◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ◇グループ発表用シート 

 

 

ワークシート 

 



 

◎マナーやモラルについて、自分自身の意見を書いてみよう。 

○マナーやモラルについて、このように考えたことはほとんどなく難しいと思っていましたが、普段

使っているスマホを通して考えることができて良かった。 

○自分勝手で自身の都合ばかりを優先することにより、マナーやモラルに反している場合がある。

これからは、考えて行動しなければいけない。 

○（マナーやモラルは）自分の安全と他人の安全を守るためのものだと思う。 

○自分自身を守るためにも、（ルール、マナー・モラルを）守っていこうと思う。 

○マナーやモラルは自己中心的な考えや行動で破ってしまう。しかし、出来るだけ他人への配慮

をしていかなければならないと思う。 

○マナーやモラルに対する意識を高め、周囲に配慮をして生活をおくらなければならないと思う。

特にマナー意識である。他者との会話や食事などの場において、その人の第一印象がマナー

によって決まるからである。 

○一人ひとりの意識を高めることが大切だと思う。 

○周囲の人の迷惑になっていないか、常に考え行動できるようにならなければならない。 

○国や地域などが違うので、一人一人の感じ方や考え方が違うと思う。だからこそ、相手の立場

や状況を考え行動し、気持ちよく過ごせるようにすることが大切だと思った。 

    

            

          

感 想 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間指導計画例 

法やルールに関する教育 



3月1月
「
二

わ
の

こ
と

り
」
友

達
同

士
、

仲
良

く
助

け
合

お
う

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
協

力
）

2月
体

育
「
ボ

ー
ル

け
り

ゲ
ー

ム
」
ゲ

ー
ム

の
ル

ー
ル

作
り

を
通

し
て

、
ル

ー
ル

の
必

要
性

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
公

平
・
公

正
）

11
月

12
月

「
く
り

の
み

」
友

達
と

仲
良

く
し

助
け

合
う

こ
と

が
で

き
る

。
（
協

力
）

9月
図

工
「
い

ろ
い

ろ
な

は
こ

か
ら

」
約

束
を

守
り

、
安

全
に

気
を

付
け

て
道

具
を

使
い

、
工

作
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
協

力
）

「
き

い
ろ

い
ベ

ン
チ

」
公

共
の

場
所

で
の

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

の
大

切
さ

を
自

覚
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
公

平
・
公

正
）

10
月

「
楽

し
い

秋
い

っ
ぱ

い
」
話

し
合

い
な

が
ら

、
秋

の
自

然
物

で
工

作
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
協

力
）

学
級

活
動

「
こ

ん
な

と
き

ど
う

す
る

」
　

ト
ラ

ブ
ル

が
起

こ
っ

た
時

に
み

ん
な

が
笑

顔
に

な
る

解
決

方
法

を
、

み
ん

な
で

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

(協
力

）

7月
学

級
活

動
「
も

く
も

く
の

く
に

の
お

う
さ

ま
」
た

ば
こ

の
害

を
知

り
、

自
分

の
健

康
や

安
全

に
気

を
付

け
て

、
き

ま
り

を
守

っ
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
公

平
・
公

正
）

8月5月
国

語
「
わ

け
を

は
な

そ
う

」
自

分
の

考
え

た
こ

と
を

ど
う

し
て

か
と

い
う

と
と

い
う

言
葉

を
使

っ
て

理
由

を
示

し
て

相
手

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
協

力
）

「
み

ん
な

の
こ

う
え

ん
」
み

ん
な

が
使

う
場

で
、

気
持

ち
よ

く
活

動
し

、
約

束
や

決
ま

り
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
協

力
）

6月
体

育
「
み

ず
あ

そ
び

」
プ

ー
ル

の
使

い
方

の
約

束
や

ル
ー

ル
を

守
り

、
安

全
に

気
を

つ
け

て
水

遊
び

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
協

力
）

教
　

　
　

科
道

　
　

　
徳

生
　

　
　

活
特

別
活

動
（学

級
活

動
・児

童
会

活
動

・学
校

行
事

）

4月
「
が

っ
こ

う
だ

い
す

き
」
き

ま
り

や
、

ル
ー

ル
を

守
り

安
全

に
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
協

力
）

児
童

会
活

動
「
１

年
生

よ
う

こ
そ

集
会

」
学

級
や

学
校

の
生

活
に

必
要

な
き

ま
り

を
守

り
、

楽
し

く
生

活
が

で
き

る
。

（
協

力
）

指
導

の
ね

ら
い

◎
自

分
一

人
で

は
決

し
て

で
き

な
い

が
、

み
ん

な
で

協
力

す
れ

ば
で

き
る

こ
と

を
体

験
的

に
学

ば
せ

る
。

◎
協

力
す

る
こ

と
で

自
分

も
み

ん
も

幸
せ

に
な

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

◎
ル

ー
ル

が
な

け
れ

ば
、

み
ん

な
で

楽
し

く
遊

べ
な

い
こ

と
に

気
付

か
せ

る
。

◎
少

な
い

物
を

み
ん

な
が

納
得

い
く
よ

う
に

分
け

た
り

、
配

っ
た

り
す

る
方

法
を

学
ば

せ
る

。

指
導

の
留

意
点

◎
お

互
い

の
よ

い
と

こ
ろ

を
認

め
合

い
、

尊
重

し
合

え
る

よ
う

な
場

を
設

定
し

、
自

尊
感

情
を

高
め

る
。

◎
「f

ai
r(

フ
ェ

ア
）」

と
い

う
こ

と
に

慣
れ

親
し

ま
せ

る
。

◎
ど

う
い

う
考

え
や

行
動

が
公

正
な

の
か

、
教

師
の

姿
か

ら
学

ば
せ

る
。

◎
友

達
の

長
所

に
気

付
き

、
互

い
に

認
め

合
え

る
集

団
づ

く
り

に
努

め
る

。

平
成

2
8
年

度
　

第
１

学
年

　
「
法

や
ル

ー
ル

に
関

す
る

教
育

」
計

画

・日
本

国
憲

法
  

  
  

・
教

育
基

本
法

・学
習

指
導

要
領

  
 そ

の
他

関
係

法
規

・京
都

府
学

校
教

育
の

重
点

・京
都

府
教

育
振

興
プ

ラ
ン

・市
町

学
校

教
育

の
重

点
　

　
　

　
他

学
校

教
育

目
標

・生
徒

の
実

態
・地

域
の

実
態

・保
護

者
の

願
い

・教
職

員
の

願
い

・社
会

の
変

化
や

要
請

生
活

を
見

つ
め

、
自

分
の

可
能

性
を

拓
い

て
い

く
子

ど
も

の
育

成

目
指

す
児

童
像

あ
か

る
く
　

や
さ

し
い

子
　

か
ん

が
え

　
こ

う
ど

う
す

る
子

　
ね

ば
り

強
い

子
特

別
活

動
総

合
的

な
学

習
の

時
間

法
や

ル
ー

ル
に

関
す

る
教

育
の

目
標

　
人

や
社

会
と

つ
な

が
り

、
自

分
ら

し
く
生

き
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

（
共

生
社

会
）
を

形
成

し
、

維
持

・
発

展
を

図
る

た
め

に
必

要
な

見
方

・
考

え
方

を
習

得
し

、
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

に
向

け
て

主
体

的
に

行
動

で
き

る
子

ど
も

の
育

成
を

図
る

。

指
導

項
目

協
力

公
平

・
公

正

教
　

　
科

道
　

　
徳



指
導

項
目

協
力

公
平

・
公

正

小
学

校
　

第
６

学
年

　
「
法

や
ル

ー
ル

に
関

す
る

教
育

」
計

画

・
日

本
国

憲
法

  
  
  
・
教

育
基

本
法

・
学

習
指

導
要

領
  
 そ

の
他

関
係

法
規

・
京

都
府

学
校

教
育

の
重

点
・
京

都
府

教
育

振
興

プ
ラ

ン
・
市

教
育

振
興

基
本

計
画

　
　

　
　

他

学
校

教
育

目
標

大
変

素
直

で
優

し
い

子
ど

も
が

多
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

自
分

達
で

考
え

て
行

動
し

た
り

、
自

ら
進

ん
で

活
動

す
る

こ
と

に
は

課
題

が
あ

る
。

友
達

と
の

関
わ

り
の

中
で

、
協

力
し

て
物

事
に

取
り

組
ん

だ
り

、
公

正
・
公

平
と

い
う

概
念

に
つ

い
て

考
え

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
主

体
性

や
自

主
性

を
育

ん
で

い
き

た
い

。

「
知

を
磨

き
、

心
豊

か
に

、
た

く
ま

し
く
」

次
代

を
生

き
ぬ

く
人

間
の

育
成

を
め

ざ
し

て

目
指

す
児

童
像

教
　

　
科

道
　

　
徳

い
の

ち
、

仲
間

、
が

ん
ば

り
を

大
切

に
す

る
、

生
き

る
力

に
満

ち
た

子
ど

も
特

別
活

動
総

合
的

な
学

習
の

時
間

法
や

ル
ー

ル
に

関
す

る
教

育
の

目
標

　
人

や
社

会
と

つ
な

が
り

、
自

分
ら

し
く
生

き
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

（
共

生
社

会
）
を

形
成

し
、

維
持

・
発

展
を

図
る

た
め

に
必

要
な

見
方

・
考

え
方

を
習

得
し

、
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

に
向

け
て

主
体

的
・
自

主
的

に
行

動
で

き
る

子
ど

も
の

育
成

を
図

る
。

指
導

の
ね

ら
い

◎
み

ん
な

と
一

致
団

結
し

て
協

力
し

、
大

き
な

達
成

感
が

得
ら

れ
る

よ
う

な
体

験
を

さ
せ

る
。

◎
得

意
分

野
を

生
か

し
、

分
担

・
分

業
す

る
こ

と
が

よ
り

大
き

な
力

と
な

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

◎
よ

り
よ

い
意

見
の

決
定

の
仕

方
を

考
え

さ
せ

る
。

◎
ル

ー
ル

が
特

定
の

人
の

負
担

と
な

っ
て

い
な

い
か

、
成

果
を

共
有

で
き

な
か

っ
た

り
す

る
こ

と
は

な
い

か
検

討
さ

せ
る

。

指
導

の
留

意
点

◎
協

力
に

は
、

責
任

が
伴

い
、

責
任

を
果

た
す

に
は

み
ん

な
が

互
い

に
信

頼
し

、
自

ら
の

役
割

を
自

覚
し

た
行

動
を

と
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
◎

公
平

･公
正

な
判

断
基

準
と

し
て

、
類

似
し

て
い

る
も

の
は

同
じ

よ
う

に
、

異
な

る
も

の
は

異
な

っ
て

扱
う

と
い

う
こ

と
を

意
識

さ
せ

る
。

教
　

　
　

科
道

　
　

　
徳

総
合

的
な

学
習

の
時

間
特

別
活

動
（
学

級
活

動
・
児

童
会

活
動

・
ク

ラ
ブ

活
動

(4
年

)・
学

校
行

事
）

4
月

主
題

名
（
自

分
の

役
割

と
は

）
資

料
名

「
キ

ャ
プ

テ
ン

と
し

て
」
（
公

平
・
公

正
）

テ
ー

マ
（
仲

間
を

つ
な

ぐ
・
仲

間
と

つ
な

が
る

）
フ

レ
ン

ド
リ

ー
活

動
（
異

年
齢

集
団

活
動

）
（
協

力
）

6
月

主
題

名
（
尊

敬
感

謝
の

心
）

資
料

名
「
土

石
流

の
中

で
救

わ
れ

た
命

」
（
協

力
）

5
月

単
元

名
「
奈

良
探

検
（
修

学
旅

行
）
（
協

力
）

8
月

7
月

1
0
月

主
題

名
（
よ

り
よ

い
校

風
）

資
料

名
「
せ

ん
ぱ

い
の

心
を

受
け

継
い

で
」
（
協

力
）

学
級

活
動

「
学

級
の

問
題

を
話

し
合

お
う

」
（
協

力
）

学
級

活
動

「
音

楽
発

表
会

に
向

け
て

」
（
協

力
）

9
月

学
級

活
動

「
運

動
会

に
向

け
て

」
（
協

力
）

サ
ン

ガ
つ

な
が

り
隊

（
協

力
）

1
2
月

社
会

科
「
私

た
ち

の
生

活
と

政
治

」
体

育
科

「
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
」
（
公

平
・
公

正
・
協

力
）

単
元

名
「I

 l
ov

e 
K
Y
O

T
O

　
～

京
都

の
魅

力
大

発
見

！
～

」（
協

力
）

な
か

よ
し

掃
除

（
兄

弟
学

年
で

の
清

掃
活

動
）
（
協

力
）

1
1
月

主
題

名
（
公

平
な

態
度

）
資

料
名

「
ぼ

く
は

後
悔

し
な

い
」
（
公

平
・
公

正
）

テ
ー

マ
（仲

間
と

つ
な

が
る

・京
都

の
歴

史
・文

化
・人

と
つ

な
が

る
）

学
級

活
動

「
班

や
係

活
動

を
見

直
そ

う
」
（
協

力
）

学
級

活
動

「
学

級
の

問
題

を
話

し
合

お
う

」
（
協

力
）

2
月

体
育

科
「
サ

ッ
カ

ー
」
（
公

平
・
公

正
・
協

力
）

主
題

名
（
公

徳
を

守
る

心
）

資
料

名
「
空

き
か

ん
の

ゆ
く
え

」
（
協

力
）

学
級

活
動

「
６

年
生

を
送

る
会

に
向

け
て

」
（
協

力
）

1
月

社
会

科
「
私

た
ち

の
く
ら

し
と

日
本

国
憲

法
」

家
庭

科
「
共

に
生

き
る

生
活

」
（
公

平
・
公

正
）

3
月



指
導

の
ね

ら
い

指
導

の
留

意
点

協
力

◎
長

所
を

伸
ば

す
こ

と
が

自
分

の
個

性
の

伸
長

に
つ

な
が

る
こ

と
、

短
所

を
補

っ
て

く
れ

る
他

人
の

存
在

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

◎
様

々
な

グ
ル

ー
プ

や
集

団
に

出
会

う
中

で
、

多
様

な
協

力
関

係
の

在
り

方
を

学
ば

せ
る

。

公
平

・
公

正
◎

現
実

の
社

会
が

も
つ

矛
盾

や
課

題
に

気
付

き
、

社
会

を
よ

り
よ

く
し

て
い

こ
う

と
す

る
気

持
ち

を
育

て
る

。

◎
判

断
基

準
と

し
て

必
要

性
や

能
力

、
適

格
性

の
視

点
を

入
れ

る
。

◎
限

ら
れ

た
条

件
や

制
約

の
中

で
解

決
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

に
つ

い
て

も
意

識
さ

せ
る

。

特
別

活
動

（学
級

活
動

・生
徒

会
活

動
・学

校
行

事
）

中
学

校
　

第
２

学
年

　
「
法

や
ル

ー
ル

に
関

す
る

教
育

」
計

画

学
校

教
育

目
標

人
権

尊
重

を
基

盤
と

し
、

確
か

な
学

力
を

身
に

付
け

、
心

豊
か

で
た

く
ま

し
く
生

き
る

生
徒

の
育

成
（
知

・
徳

・
体

の
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
生

徒
の

育
成

）

目
指

す
生

徒
像

・
生

徒
の

実
態

・
地

域
の

実
態

・
保

護
者

の
願

い
・
教

職
員

の
願

い
・
社

会
の

変
化

や
要

請

・
日

本
国

憲
法

  
  
  
・
教

育
基

本
法

・
学

習
指

導
要

領
  
 そ

の
他

関
係

法
規

・
京

都
府

学
校

教
育

の
重

点
・
京

都
府

教
育

振
興

プ
ラ

ン
・
市

町
学

校
教

育
の

重
点

　
　

　
　

他

・
自

ら
学

び
、

深
く
考

え
、

解
決

す
る

生
徒

・
自

ら
の

良
さ

に
気

付
き

、
自

信
を

持
っ

て
努

力
す

る
生

徒
・
思

い
や

り
、

協
力

し
合

う
生

徒
・
健

康
で

た
く
ま

し
く
、

実
践

す
る

生
徒

教
　

　
科

道
　

　
徳

特
別

活
動

総
合

的
な

学
習

の
時

間
そ

の
他

　
人

や
社

会
と

つ
な

が
り

、
自

分
ら

し
く
生

き
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

（
共

生
社

会
）
を

形
成

し
、

維
持

・
発

展
を

図
る

た
め

に
必

要
な

見
方

・
考

え
方

を
習

得
し

、
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

に
向

け
て

主
体

的
に

行
動

で
き

る
子

ど
も

の
育

成
を

図
る

。

法
や

ル
ー

ル
に

関
す

る
教

育
の

目
標

指
導

項
目

教
　

　
　

科
道

　
　

　
徳

総
合

的
な

学
習

の
時

間

4月 1月 2月5月 6月 7月 8月 9月 3月

（保
健

体
育

）「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」（

協
力

）
・ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
単

に
守

る
の

で
は

な
く
、

ゲ
ー

ム
で

求
め

ら
れ

る
フ

ェ
ア

な
行

動
を

通
し

て
、

相
手

を
尊

重
す

る
。

（保
健

体
育

）「
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
」（

協
力

）
・ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
単

に
守

る
の

で
は

な
く
、

ゲ
ー

ム
で

求
め

ら
れ

る
フ

ェ
ア

な
行

動
を

通
し

て
、

相
手

を
尊

重
す

る
。

（技
術

）情
報

モ
ラ

ル
、

情
報

の
安

全
な

利
用

（公
平

・公
正

）

（保
健

体
育

）「
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
」「

サ
ッ

カ
ー

」（
協

力
）

・ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

単
に

守
る

の
で

は
な

く
、

ゲ
ー

ム
で

求
め

ら
れ

る
フ

ェ
ア

な
行

動
を

通
し

て
、

相
手

を
尊

重
す

る
。

（社
会

）｢
5 

開
国

と
近

代
日

本
の

歩
み

」㉕
　

（公
平

・公
正

）
『2

 明
治

維
新

』⑧

（社
会

）「
5 

開
国

と
近

代
日

本
の

歩
み

」㉕
　

（公
平

・公
正

）
『3

 日
清

・日
露

戦
争

と
近

代
産

業
』⑥

『ま
と

め
』②

10
月

11
月

12
月

正
義

，
公

正
公

平
，

差
別

･偏
見

の
克

服
 4

-(
3)

渡
良

瀬
川

の
鉱

毒

公
徳

心
，

社
会

連
帯

の
自

覚
4-

(2
)

住
み

よ
い

社
会

に

友
情

･信
頼

　
2-

(3
)

メ
ー

ル
っ

て
…

？
友

達
っ

て
？

遵
法

，
権

利
義

務
，

社
会

の
秩

序
と

規
律

4-
(1

)
許

さ
な

い
心

「ふ
る

さ
と

学
習

」（
公

平
・公

正
）

・ふ
る

さ
と

向
日

市
を

考
え

、
公

正
・公

平
な

視
点

か
ら

建
設

的
な

話
し

合
い

を
す

る
。

「ふ
る

さ
と

学
習

」（
公

平
・公

正
）

・ふ
る

さ
と

向
日

市
を

考
え

、
公

正
・公

平
な

視
点

か
ら

建
設

的
な

話
し

合
い

を
す

る
。

「ふ
る

さ
と

学
習

」（
協

力
）

・今
と

歴
史

を
み

つ
め

未
来

を
考

え
る

。
・取

組
や

思
い

を
発

信
す

る
。

「ふ
る

さ
と

学
習

」（
協

力
）

・今
と

歴
史

を
み

つ
め

未
来

を
考

え
る

。
・取

組
や

思
い

を
発

信
す

る
。

「ふ
る

さ
と

学
習

」（
協

力
）

・今
と

歴
史

を
み

つ
め

未
来

を
考

え
る

。
・取

組
や

思
い

を
発

信
す

る
。

正
義

，
公

正
公

平
，

差
別

･偏
見

の
克

服
4-

(3
)

仲
よ

く
暮

ら
そ

う

「学
校

の
き

ま
り

」（
公

平
・公

正
）（

協
力

）　
・学

校
の

き
ま

り
に

つ
い

て
確

認
し

、
ル

ー
ル

の
大

切
さ

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

「
ル

ー
ル

と
は

」
（
公

平
・
公

正
）
　

　
・
ル

ー
ル

に
つ

い
て

関
心

を
高

め
、

社
会

生
活

に
お

け
る

ル
ー

ル
の

意
義

に
つ

い
て

考
え

る
。

「人
権

教
育

」（
公

平
・公

正
）

・差
別

の
構

造

「ル
ー

ル
と

は
②

」（
公

平
・公

正
）

・４
月

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

の
学

習
を

さ
ら

に
深

め
、

社
会

生
活

に
お

け
る

ル
ー

ル
の

意
義

に
つ

い
て

考
え

る
。

「学
校

の
ル

ー
ル

を
見

直
そ

う
。

」（
公

平
・公

正
）（

協
力

）
・学

校
の

き
ま

り
に

つ
い

て
再

度
確

認
し

、
ル

ー
ル

の
大

切
さ

に
つ

い
て

認
識

し
行

動
に

移
す

。
「人

権
教

育
」（

公
平

・公
正

）　
・へ

ん
て

こ
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア



指
導

の
ね

ら
い

指
導

の
留

意
点

協
力

◎
長

所
を

伸
ば

す
こ

と
が

自
分

の
個

性
の

伸
長

に
つ

な
が

る
こ

と
、

短
所

を
補

っ
て

く
れ

る
他

人
の

存
在

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

◎
様

々
な

グ
ル

ー
プ

や
集

団
に

出
会

う
中

で
、

多
様

な
協

力
関

係
の

在
り

方
を

学
ば

せ
る

。

公
平

・
公

正
◎

現
実

の
社

会
が

も
つ

矛
盾

や
課

題
に

気
付

き
、

社
会

を
よ

り
よ

く
し

て
い

こ
う

と
す

る
気

持
ち

を
育

て
る

。

◎
判

断
基

準
と

し
て

必
要

性
や

能
力

、
適

格
性

の
視

点
を

入
れ

る
。

◎
限

ら
れ

た
条

件
や

制
約

の
中

で
解

決
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

に
つ

い
て

も
意

識
さ

せ
る

。

特
別

活
動

（
学

級
活

動
・
生

徒
会

活
動

・
学

校
行

事
）

中
学

校
　

第
３

学
年

　
「
法

や
ル

ー
ル

に
関

す
る

教
育

」
計

画

学
校

教
育

目
標

心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
の
育
成

目
指

す
生

徒
像

・
生

徒
の

実
態

・
地

域
の

実
態

・
保

護
者

の
願

い
・
教

職
員

の
願

い
・
社

会
の

変
化

や
要

請

・
日

本
国

憲
法

  
  
  
・
教

育
基

本
法

・
学

習
指

導
要

領
  
 そ

の
他

関
係

法
規

・
京

都
府

学
校

教
育

の
重

点
・
京

都
府

教
育

振
興

プ
ラ

ン
・
木

津
川

市
学

校
教

育
の

重
点

　
　

　
　

他

「
強
い
人
、
あ
た
た
か
い
人
、
考
え
る
人
」

教
　

　
科

道
　

　
徳

特
別

活
動

総
合

的
な

学
習

の
時

間

　
人

や
社

会
と

つ
な

が
り

、
自

分
ら

し
く
生

き
る

こ
と

の
で

き
る

社
会

（
共

生
社

会
）
を

形
成

し
、

維
持

・
発

展
を

図
る

た
め

に
必

要
な

見
方

・
考

え
方

を
習

得
し

、
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

に
向

け
て

主
体

的
に

行
動

で
き

る
子

ど
も

の
育

成
を

図
る

。

法
や

ル
ー

ル
に

関
す

る
教

育
の

目
標

指
導

項
目

教
　

　
　

科
道

　
　

　
徳

総
合

的
な

学
習

の
時

間

4
月

A
re

 y
o
u
 a

 g
u
e
st

 o
r 

a 
m

e
m

be
r?

(協
力

)

1
月

2
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

3
月

【
技

術
】
　

情
報

モ
ラ

ル
【
理

科
】
　

実
験

（
協

力
）

【
音

楽
】
　

リ
コ

ー
ダ

ー
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
（
協

力
）

【
英

語
】
　

F
ai

r 
T
ra

de
 E

ve
n
t　

(公
平

・
公

正
)

【
国

語
】
　

ス
ピ

ー
チ

（
協

力
）

【
音

楽
】
　

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
の

取
り

組
み

（
協

力
）

【
理

科
】
　

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
（
協

力
）

【
社

会
】
　

効
率

と
公

正
（
公

平
・
公

正
）

【
社

会
】
　

日
本

国
憲

法
【
体

育
】
　

ダ
ン

ス
（
協

力
）

【
家

庭
】
　

保
育

実
習

（
協

力
）

【
国

語
】
　

合
意

形
成

す
る

（
公

平
・
公

正
）
（
協

力
）

1
0
月

1
1
月

1
2
月

招
集

通
知

（
公

平
・
公

正
）

元
さ

ん
と

二
通

の
手

紙
（
公

平
・
公

正
）

人
権

学
習

　
障

が
い

者
理

解
（
公

平
・
公

正
）

非
行

防
止

教
室

薬
物

乱
用

防
止

教
室

進
路

学
習

　
（
自

他
の

尊
重

）

キ
ン

グ
牧

師
（
公

平
・
公

正
）

学
級

開
き

（
協

力
）

班
替

え
（
公

平
・
公

正
）

体
育

大
会

優
勝

に
向

け
て

（
協

力
）

体
育

大
会

エ
ン

ト
リ

－
（
協

力
）

奉
仕

活
動

（
協

力
）

体
育

大
会

（
協

力
）

学
習

発
表

会
（
協

力
）

班
替

え
（
公

平
公

正
）

大
掃

除
（
協

力
）



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続性・継続性を重視した計画例 

法やルールに関する教育 



連
続

性
・
継

続
性

を
重

視
し

た
計

画
例

　
　

（
　

中
学

校
１

　
）
年

学
級

活
動

生
徒

会
活

動
部

活
動

野
外

学
習

準
備

・
計

画
交

通
安

全
教

室
野

外
学

習
（
か

ぶ
と

山
）

よ
り

よ
い

自
己

の
追

求
「
美

し
く
自

分
を

染
め

あ
げ

て
下

さ
い

」
―

優
し

い
心

 「
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

指
定

席
」

い
ま

を
生

き
る

大
切

さ
 「

自
分

の
番

　
い

の
ち

の
バ

ト
ン

」

離
任

式
・
着

任
式

・
始

業
式

・
入

学
式

・
身

体
測

定
・
学

力
診

断
テ

ス
ト

・
全

国
学

力
テ

ス
ト

（
3

年
）
・
P

T
A

年
度

初
総

会
・
家

庭
訪

問
週

間
・
特

別
支

援
学

級
入

級
式

・
交

通
教

室
（
1
年

）
・
修

学
旅

行
（
3
年

）

年
間

ス
ロ

ー
ガ

ン
決

定
入

学
式

歓
迎

の
歌

練
習

入
学

式
歓

迎
の

言
葉

学
級

役
員

決
定

生
徒

会
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

一
斉

専
門

委
員

会

学
校

の
き

ま
り

確
認

学
級

内
組

織
・
ル

ー
ル

決
定

学
級

目
標

作
成

新
た

な
学

年
で

の
決

意
作

文
生

徒
総

会
の

議
案

書
討

議
特

別
支

援
教

育
修

学
旅

行
の

取
組

（
3
年

）
学

級
の

ふ
り

返
り

部
活

動
紹

介
1
年

生
部

活
見

学
1
年

生
仮

入
部

1
年

生
入

部
届

提
出

部
長

会
部

活
動

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

部
活

動
予

算
決

定

非
行

防
止

教
室

家
族

の
き

ず
な

「
三

六
五

×
十

四
回

分
の

あ
り

が
と

う
」

日
々

の
心

構
え

「
出

船
の

位
置

に
」

自
分

を
き

た
え

る
「
ぼ

く
の

性
格

を
つ

く
っ

た
友

人
」

生
徒

総
会

・
ス

ポ
ー

ツ
テ

ス
ト

・
学

校
公

開
日

・
中

間
テ

ス
ト

・
春

季
大

会

生
徒

集
会

・
生

徒
総

会
・
生

徒
会

予
算

決
定

・
合

唱
祭

要
項

提
案

・
春

季
大

会
壮

行
会

・
一

斉
専

門
委

員
会

生
徒

総
会

議
案

書
討

議
中

間
テ

ス
ト

の
取

組
合

唱
祭

の
取

組
学

級
の

ふ
り

返
り

春
季

大
会

丹
ブ

ロ
陸

上

先
輩

に
学

ぶ
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

地
域

調
べ

導
入

自
主

的
な

判
断

「
ア

キ
ラ

の
選

択
 」

目
標

に
向

か
う

意
志

 「
目

標
は

小
刻

み
に

」
正

し
い

異
性

理
解

「
ア

イ
ツ

」

合
唱

祭
・
人

権
学

習
・
避

難
訓

練
・
丹

ブ
ロ

陸
上

・
東

京
久

美
浜

会
・
体

育
交

流
会

・
期

末
テ

ス
ト

生
徒

集
会

・
合

唱
祭

運
営

・
丹

ブ
ロ

陸
上

壮
行

会
・
一

斉
専

門
委

員
会

合
唱

祭
の

取
組

人
権

学
習

避
難

訓
練

期
末

テ
ス

ト
の

取
組

学
級

の
ふ

り
返

り

丹
ブ

ロ
陸

上
通

信
陸

上

地
域

ふ
る

さ
と

講
話

（
市

職
員

）
調

査
活

動
の

仕
方

１
学

期
の

自
己

評
価

弱
さ

の
克

服
「
い

つ
わ

り
の

バ
イ

オ
リ

ン
」

よ
り

よ
い

集
団

づ
く
り

 「
小

さ
な

一
歩

」
薬

物
学

習
・
終

業
式

・
夏

季
総

体
・
三

者
面

談
生

徒
集

会
体

育
祭

要
項

提
案

夏
季

総
体

壮
行

会
一

斉
専

門
員

会

薬
物

学
習

1
学

期
の

振
り

返
り

夏
休

み
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

体
育

祭
学

級
体

制
決

定
ブ

ロ
ッ

ク
集

会

夏
季

総
体

調
査

活
動

三
者

面
談

・
始

業
式

体
育

祭
の

取
組

三
者

面
談

体
育

祭
の

取
組

2
学

期
の

決
意

作
文

部
活

新
体

制
決

定

調
査

活
動

結
果

の
交

流
校

外
学

習
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
海

水
浴

場
浜

掃
除

）

好
ま

し
い

世
の

中
「
バ

ス
と

赤
ち

ゃ
ん

」
礼

の
精

神
 「

半
分

お
と

な
　

半
分

こ
ど

も
」

い
じ

め
を

許
さ

ぬ
強

さ
「
私

も
い

じ
め

た
一

人
な

の
に

…
 」

自
然

を
愛

す
る

心
「
「
あ

っ
、

ト
ト

ロ
の

森
だ

！
」
」

身
体

測
定

・
体

育
祭

・
長

距
離

記
録

会
生

徒
集

会
体

育
祭

運
営

一
斉

専
門

員
会

体
育

祭
の

取
組

職
場

体
験

に
向

け
た

取
組

学
級

ふ
り

返
り

部
長

会
吹

奏
楽

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

学
年

発
表

会
お

礼
状

書
き

活
動

の
ま

と
め

発
表

の
仕

方
学

習
発

表
会

公
徳

を
尊

ぶ
心

「
島

　
耕

作
　

あ
る

朝
の

出
来

事
」

心
の

あ
た

た
か

さ
「
夜

の
く
だ

も
の

屋
」

真
の

友
情

 「
雨

の
日

の
届

け
物

」
き

ま
り

の
意

義
「
人

に
迷

惑
を

か
け

な
け

れ
ば

い
い

の
か

？
」

職
場

体
験

・
中

間
テ

ス
ト

・
夏

み
か

ん
の

日
・
学

校
公

開
・
丹

ブ
ロ

駅
伝

・
秋

季
大

会

生
徒

集
会

夏
み

か
ん

の
日

の
取

組
丹

ブ
ロ

駅
伝

壮
行

会
秋

季
大

会
壮

行
会

一
斉

専
門

委
員

会

中
間

テ
ス

ト
の

取
組

後
期

専
門

委
員

会
決

定
学

級
の

ふ
り

返
り

丹
ブ

ロ
駅

伝
秋

季
体

育
大

会

社
会

人
講

話
国

を
思

う
心

「
負

け
へ

ん
で

」
他

に
学

ぶ
姿

勢
「
殿

さ
ま

の
ち

ゃ
わ

ん
」

良
心

の
め

ざ
め

「
銀

色
の

シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

」
郷

土
を

愛
す

る
心

「
娘

の
ふ

る
さ

と
」

学
習

発
表

会
・
人

権
学

習
・
府

駅
伝

・
文

化
交

流
会

・
湾

一
周

駅
伝

・
期

末
テ

ス
ト

生
徒

集
会

一
斉

専
門

委
員

会
学

習
発

表
会

に
向

け
た

取
組

期
末

テ
ス

ト
の

取
組

学
級

の
ふ

り
返

り

湾
一

周
駅

伝
参

加

職
業

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
冬

休
み

）
２

学
期

の
自

己
評

価

誠
実

な
行

動
と

責
任

「
裏

庭
で

の
で

き
ご

と
 」

勤
労

の
尊

さ
「
午

前
一

時
四

十
分

」
か

け
が

え
の

な
い

家
族

「
語

り
か

け
る

目
」

生
徒

会
選

挙
・
期

末
テ

ス
ト

・
性

教
育

・
三

者
面

談
・
終

業
式

生
徒

集
会

一
斉

専
門

委
員

会
2
学

期
の

ふ
り

返
り

冬
休

み
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

三
者

面
談

（
進

路
決

定
）

働
く
と

い
う

こ
と

人
生

を
切

り
拓

く
「
米

屋
の

奥
さ

ん
の

足
音

」
生

命
の

尊
さ

「
あ

な
た

は
す

ご
い

力
で

生
ま

れ
て

き
た

」
真

の
国

際
貢

献
「
リ

ヤ
カ

ー
は

海
を

越
え

て
 」

始
業

式
・
学

校
公

開
・
入

学
説

明
会

・
中

間
テ

ス
ト

生
徒

集
会

一
斉

専
門

委
員

会
新

年
の

抱
負

中
間

テ
ス

ト
の

取
組

学
級

の
ふ

り
返

り

府
ス

キ
ー

大
会

支
え

合
う

家
族

「
ふ

た
り

の
子

供
た

ち
へ

」
公

正
、

公
平

な
社

会
 「

あ
る

日
の

バ
ッ

タ
ー

ボ
ッ

ク
ス

」
思

い
や

り
 「

旗
」

P
T
A

総
会

・
生

徒
総

会
・
期

末
テ

ス
ト

生
徒

集
会

生
徒

総
会

生
徒

会
役

員
選

挙
一

斉
専

門
委

員
会

来
年

度
生

徒
会

体
制

決
定

修
学

旅
行

に
向

け
た

取
組

学
級

の
ふ

り
返

り

１
年

間
の

自
己

評
価

愛
校

心
「
二

枚
の

写
真

」
く
じ

け
な

い
心

「
木

箱
の

中
の

鉛
筆

た
ち

」
善

意
や

支
え

へ
の

感
謝

「
人

の
フ

リ
み

て
」

公
立

入
試

・
卒

業
式

・
修

了
式

生
徒

集
会

卒
業

に
向

け
た

取
組

入
学

式
の

取
組

卒
業

に
向

け
た

取
組

入
学

に
向

け
た

取
組

1
年

を
ふ

り
返

っ
て

そ
の

他
（
学

校
行

事
・
教

育
課

程
外

の
取

組
な

ど
）

１
０

月

１
１

月

総
合

的
な

学
習

の
時

間
道

　
徳

１
２

月

９
月

２
月

３
月

特
別

活
動

体
育

科
「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

　
球

技
に

積
極

的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
分

担
し

た
役

割
を

果
た

し
、

作
戦

の
立

案
等

に
つ

い
て

参
加

す
る

。
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
単

に
守

る
だ

け
で

な
く
、

練
習

や
ゲ

ー
ム

な
ど

で
求

め
ら

れ
る

フ
ェ

ア
な

行
動

を
通

し
て

、
相

手
を

尊
重

す
る

。

音
楽

科
「
合

唱
」

　
自

分
の

得
意

分
野

を
生

か
し

、
協

力
す

る
こ

と
で

、
素

晴
ら

し
い

合
唱

に
な

る
こ

と
を

実
感

す
る

。

家
庭

科
「
家

庭
と

家
族

関
係

」
　

家
庭

や
家

族
の

基
本

的
な

機
能

、
地

域
と

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

国
語

科
「
話

す
こ

と
・
聞

く
こ

と
」

　
話

し
た

り
、

聞
い

た
り

し
て

考
え

を
ま

と
め

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。

国
語

科
「
自

分
の

意
見

主
張

」
　

話
の

構
成

を
考

え
る

　
相

手
の

反
応

を
踏

ま
え

な
が

ら
話

す
。

国
語

科
「
他

人
の

立
場

理
解

」
　

質
問

し
な

が
ら

聞
き

取
る

　
共

通
点

や
相

違
点

を
整

理
す

る

技
術

科
「
個

人
を

特
定

す
る

し
く

み
を

知
ろ

う
」

　
な

ぜ
情

報
モ

ラ
ル

が
必

要
か

を
法

的
な

根
拠

を
含

め
て

考
え

、
社

会
生

活
の

中
の

公
平

・
公

正
に

つ
い

て
考

え
る

。

国
語

科
「
理

性
的

な
議

論
が

で
き

る
」

　
話

合
い

を
通

じ
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

。
話

題
や

方
向

性
を

捉
え

て
、

話
合

い
を

効
果

的
に

進
め

る
。

１
月

4月 ５
月

６
月

７
月

８
月月

教
　

科



 

「法やルールに関する教育」プロジェクト委員及び研究指定校 

（敬称略） 

指導顧問 

  土 井 真 一  京都大学大学院 法学研究科 教授 

  橋 本 康 宏  福井大学 学術研究院教育・人文社会系部門 教授 

プロジェクト委員 

  奥 田 智 之  向日市立寺戸中学校 教諭 

  藤 井 達 也  木津川市立木津中学校 教諭 

  久 保 日出樹  亀岡市立大井小学校 教諭 

  佐々木 裕 介  綾部市立綾部中学校 教諭 

  濵 野 伸 司  舞鶴市立中舞鶴小学校 教諭 

  矢 野 敬 介  宮津市立宮津小学校 教諭 

  小 森 政 志  京丹後市立久美浜中学校 教諭 

  村 田 正 志  京都府立西乙訓高等学校 教諭 

  中 山 義 基  京都府立園部高等学校 教諭 

  榎 原 和 彦  京都府立大江高等学校 教諭 

研究指定校 

  向日市立寺戸中学校  木津川市立木津中学校  亀岡市立大井小学校  舞鶴市立中舞鶴小学校 

  京丹後市立久美浜中学校区（久美浜学園）  京都府立西乙訓高等学校  京都府立園部高等学校 

  京都府立大江高等学校 

京都府教育委員会 

  春 名 貴 之  京都府乙訓教育局 指導主事 

  橋 本 正 治  京都府山城教育局 指導主事 

  日下部 成 登  京都府南丹教育局 指導主事 

  藤 原 克 徳  京都府中丹教育局 指導主事 

  藤 原 哲 也  京都府丹後教育局 指導主事 

  小 林   園  京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 

  伴   昌 也  京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 

  遠 山 秀 史  京都府教育庁指導部高校教育課 総括指導主事 

  森 本 義 則  京都府教育庁指導部高校教育課 指導主事 

  村 山 和 久  京都府教育庁指導部学校教育課 学力・生徒指導担当課長 

  佐 古   清  京都府教育庁指導部学校教育課 首席総括指導主事 

  竹 林 広 司  京都府教育庁指導部学校教育課 総括指導主事 

  飛 田   祥  京都府教育庁指導部学校教育課 指導主事 

  谷 本 麻 紀  京都府教育庁指導部学校教育課 主任 

  吉 川 雅 智  京都府教育庁指導部学校教育課 指導主事 


